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3　みのぶ議会だより No.61

身延地区
と

　き　

令
和
元
年
11
月
16
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
00
分

会

　場
　
身
延
総
合
文
化
会
館

参
加
者
　
計
21
人

　
　（
町
民
６
人
、
議
員
13
人
、
事
務
局
２
人
）

　
　
借
金
で
あ
る
町
債
が
１
０
５
億
円
、
貯

金
で
あ
る
基
金
が
81
億
円
、
基
金
を
全
額

使
っ
て
町
債
を
返
し
た
ら
町
債
が
24
億
円

に
な
り
、
利
子
が
減
っ
て
良
い
で
は
な
い
か
。

　
（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　
　
基
金
は
32
件
有
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的

が
あ
る
積
立
基
金
な
の
で
、
他
の
目
的
の

町
債
の
返
済
に
使
え
る
も
の
で
は
な
い
。

町
債
の
中
に
は
繰
り
上
げ
償
還
が
で
き
る

も
の
と
で
き
な
い
も
の
が
あ
り
、
町
の
財

政
担
当
は
年
度
の
収
支
状
況
を
見
て
、
繰

り
上
げ
償
還
を
可
能
な
範
囲
で
計
画
し
て

い
る
。

　
　
下
山
に
は
国
道
沿
い
に
車
が
駐
車
で
き

る
空
き
家
が
27
軒
程
あ
る
の
で
、
空
き
家

対
策
・
過
疎
対
策
と
し
て
有
効
活
用
が
で

き
な
い
か
。
転
入
世
帯
に
は
多
額
な
補
助

金
を
出
す
こ
と
も
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
下
山
地
区
　
男
性
）

　
　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
も
あ
り
、
持
ち
主

に
声
掛
け
を
し
て
も
、
お
盆
・
正
月
は
利

用
す
る
等
の
理
由
で
貸
し
家
に
同
意
す
る

人
は
少
な
い
と
聞
い
て
い
る
。
補
助
金
は

移
住
・
定
住
の
促
進
事
業
と
し
て
、
新

築
・
購
入
・
引
っ
越
し
祝
い
金
等
の
制
度

が
あ
る
。
ま
た
、
移
住
者
対
策
も
大
事
だ

が
、
現
住
町
民
の
生
活
が
楽
し
く
過
ご
せ

る
政
策
も
重
要
だ
と
考
え
る
。

　
　
過
去
に
町
立
保
育
所
の
民
営
化
も
提
案

さ
れ
た
が
、
保
育
所
の
統
合
は
。

（
身
延
地
区
　
男
性
）

　
　
小
中
学
校
の
な
い
下
部
地
区
の
地
元
議

員
と
し
て
は
、
小
規
模
で
も
現
状
を
維
持

す
る
よ
う
に
希
望
す
る
。
　

　
　
下
山
の
富
士
川
右
岸
に
残
土
の
山
が
あ

り
、
何
れ
平
坦
に
す
る
と
思
う
が
、
そ
の

時
期
と
、
そ
の
後
の
活
用
内
容
を
議
会
は

知
っ
て
い
る
か
。
私
案
だ
が
、
水
素
基
地

の
活
用
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

（
下
山
地
区
　
男
性
）

　
　
町
か
ら
議
会
へ
の
説
明
は
受
け
て
い
な

い
が
、
中
部
横
断
自
動
車
道
が
全
面
開
通

し
た
翌
年
度
に
道
路
兼
用
堤
防
と
し
て
完

成
す
る
計
画
だ
と
国
交
省
か
ら
聞
い
た
。

平
坦
地
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
防

災
拠
点
に
と
い
う
の
は
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
他
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
聞

い
て
い
な
い
。

◯
本
町
の
子
育
て
支
援
は
素
晴
ら
し
い
と
思

う
が
、
そ
の
助
成
金
・
祝
金
等
の
制
度
に

つ
い
て
周
知
不
足
な
の
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
の

あ
る
Ｐ
Ｒ
を
望
む
。
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

◯
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク
の
し
だ
れ
桜
５
千
本
、

み
の
ぶ
自
然
の
里
オ
ー
プ
ン
、
あ
け
ぼ
の

大
豆
等
、
観
光
に
力
を
入
れ
て
い
る
と
い

う
が
実
感
が
湧
か
な
い
。
ど
こ
を
活
用
し

て
、
町
の
収
益
が
上
が
る
の
か
、
町
の
観

光
は
ど
こ
を
目
指
す
の
か
議
論
を
願
う
。

　
　
（
身
延
地
区
　
男
性
）

○
政
務
活
動
費
を
要
求
し
て
、
議
員
は
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

※

本
議
会
で
は
政
務
活
動
費
は
な
い
。

質
疑
応
答

提
言
・
意
見
・
要
望

Q1Q2 A1A2Q3

Q4A4 A3
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下部地区
と

　き　

令
和
元
年
11
月
９
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
15
分

会

　場
　
下
部
地
区
公
民
館
　
古
関
分
館

参
加
者
　
計
22
人

　
　（
町
民
８
人
、
議
員
12
人
、
事
務
局
２
人
）

　

　
６
月
議
会
と
９
月
議
会
の
一
般
質
問
の

概
要
が
次
第
の
裏
面
に
あ
る
が
、
議
会
で

質
問
を
１
回
も
し
な
い
人
が
い
る
と
聞
い

た
事
が
あ
る
。
議
員
は
質
問
を
す
る
こ
と

が
役
割
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　
　
（
久
那
土
地
区
　
女
性
）

　

　
議
会
活
性
化
の
た
め
に
基
本
条
例
を
作

っ
た
。
一
般
質
問
に
関
し
て
は
誰
が
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ

議
員
全
員
が
す
べ
き
仕
事
だ
と
思
う
。

　

　
度
々
飛
来
す
る
ア
メ
リ
カ
軍
の
飛
行
機

の
低
空
飛
行
に
つ
い
て
、
何
も
言
え
な
い

の
か
。
　
　
　
（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
日
米
地
位
協
定
と
い
う
も
の
が
あ
り
、

何
も
言
え
な
い
。

　

　
猿
の
捕
獲
に
有
効
な
囲
い
罠
に
つ
い
て
、

一
般
質
問
が
あ
っ
た
が
、
先
日
、
猿
の
群

れ
が
来
て
畑
の
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
を
荒

ら
し
て
い
っ
た
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作

物
を
猿
に
持
っ
て
い
か
れ
る
と
生
産
意
欲

が
衰
え
て
し
ま
う
。
猿
捕
獲
に
有
効
な
罠

の
計
画
を
是
非
勧
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
餌
が
無
く
な
り

囲
い
罠
が
有
効
に
な
る
。
町
で
は
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
検
討
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
導
入
に
む
け
て
要
望
し
て
い

く
。

　

　
農
家
の
人
が
、
拠
点
施
設
に
枝
豆
を
出

せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
を
耳
に
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
（
下
部
地
区
　
男
性
）

　

　
枝
豆
が
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
引

き
取
り
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

　
　
　
三
沢
市
之
瀬
バ
イ
パ
ス
を
実
現
す
る
会

だ
が
、
西
八
代
縦
貫
道
路
整
備
期
成
同
盟

会
の
復
活
を
お
願
い
し
た
い
。

（
下
部
地
区
　
男
性
）

　

　
町
は
、
市
川
三
郷
町
と
検
討
し
て
い
る
。

　
　
台
風
19
号
で
水
路
の
取
水
口
が
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
組
で
取
り
除
い
た
が
、
水

路
は
防
火
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の

で
消
防
関
係
で
対
応
し
て
欲
し
い
。

　
（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
交
通
防
災
課
に
問
い
合
わ
せ
る
。

　
　
今
回
「
広
報
み
の
ぶ
」
の
決
算
報
告
に

は
一
般
会
計
は
載
っ
て
い
た
が
特
別
会
計

が
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
載
せ

る
よ
う
に
指
導
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　

（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
指
導
は
で
き
な
い
が
要
望
は
す
る
。

◯
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
る
そ
う
だ

が
、
体
の
不
自
由
な
人
に
も
分
か
る
よ
う

音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。
　
　
　 

　  

（
下
部
地
区
　
男
性
）

質
疑
応
答

提
言
・
意
見
・
要
望
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す
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を
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。
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っ
た
が
、
先
日
、
猿
の
群

れ
が
来
て
畑
の
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」
を
荒

ら
し
て
い
っ
た
。
自
分
た
ち
が
作
っ
た
作

物
を
猿
に
持
っ
て
い
か
れ
る
と
生
産
意
欲

が
衰
え
て
し
ま
う
。
猿
捕
獲
に
有
効
な
罠

の
計
画
を
是
非
勧
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
餌
が
無
く
な
り

囲
い
罠
が
有
効
に
な
る
。
町
で
は
地
域
の

要
望
を
踏
ま
え
検
討
す
る
と
言
っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
導
入
に
む
け
て
要
望
し
て
い

く
。

　

　
農
家
の
人
が
、
拠
点
施
設
に
枝
豆
を
出

せ
な
か
っ
た
と
い
う
事
を
耳
に
し
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
（
下
部
地
区
　
男
性
）

　

　
枝
豆
が
成
熟
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
引

き
取
り
が
出
来
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

　
　
　
三
沢
市
之
瀬
バ
イ
パ
ス
を
実
現
す
る
会

だ
が
、
西
八
代
縦
貫
道
路
整
備
期
成
同
盟

会
の
復
活
を
お
願
い
し
た
い
。

（
下
部
地
区
　
男
性
）

　

　
町
は
、
市
川
三
郷
町
と
検
討
し
て
い
る
。

　
　
台
風
19
号
で
水
路
の
取
水
口
が
埋
ま
っ

て
し
ま
っ
た
。
組
で
取
り
除
い
た
が
、
水

路
は
防
火
用
水
と
し
て
利
用
し
て
い
る
の

で
消
防
関
係
で
対
応
し
て
欲
し
い
。

　
（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
交
通
防
災
課
に
問
い
合
わ
せ
る
。

　
　
今
回
「
広
報
み
の
ぶ
」
の
決
算
報
告
に

は
一
般
会
計
は
載
っ
て
い
た
が
特
別
会
計

が
載
っ
て
い
な
か
っ
た
。
来
年
度
は
載
せ

る
よ
う
に
指
導
し
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　

（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　

　
指
導
は
で
き
な
い
が
要
望
は
す
る
。

◯
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
っ
て
い
る
そ
う
だ

が
、
体
の
不
自
由
な
人
に
も
分
か
る
よ
う

音
声
で
知
ら
せ
る
も
の
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
。
　
　
　 

　  

（
下
部
地
区
　
男
性
）

質
疑
応
答

提
言
・
意
見
・
要
望

Q1Q2Q3 A1

Q4Q5 A4A5Q6A6Q7A7

A3 A2

町民と議員



5　みのぶ議会だより No.61

伊藤　達美 議員

問
　
災
害
弱
者
避
難
方
法
の
啓

蒙
・
啓
発
活
動
は

交
通
防
災
課
長
　
災
害
発
生
時
の

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て

は
、
要
配
慮
者
名
簿
を
作
成
し
、

防
災
訓
練
説
明
会
時
に
各
自
主

防
災
組
織
に
配
布
し
て
地
域
で

の
確
認
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

　
搬
送
方
法
の
訓
練
も
行
っ
て

い
る
が
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援

は
、
地
域
で
の
共
助
が
大
切
。

各
地
区
へ
は
地
区
防
災
計
画
の

策
定
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
観
光
サ
イ

ト
の
刷
新
は

企
画
政
策
課
長
　
運
営
者
ご
と
に

観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
る
観

光
サ
イ
ト
の
統
合
、
ま
た
、
発

信
力
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

は
、
観
光
情
報
発
信
の
所
管
で

あ
る
観
光
課
と
連
携
す
る
中
で
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

年
度
に
施
行
し
、
６
年
度
の
開

校
を
目
指
す
。

　
　
第
二
は
、
旧
大
河
内
小
を
改

修
し
て
進
め
る
大
河
内
複
合
施

設
整
備
事
業
。
２
年
度
に
改
修

工
事
を
行
い
、
３
年
度
か
ら
使

用
を
開
始
す
る
。

　
　
第
三
は
、
下
部
温
泉
駅
前
に

日
帰
り
温
泉
を
併
設
し
た
健
康

増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
す

る
健
康
増
進
施
設
建
設
事
業
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
４
年
度
開
業
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
こ
れ
ら
事
業
は
、
合
併
特
例

事
業
債
の
事
業
実
施
期
限
が
６

年
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
有
利
な
地
方
債
に
よ
る
事

業
財
源
が
確
保
さ
れ
た
。
担
当

課
を
中
心
と
し
て
庁
内
全
体
の

協
力
体
制
に
よ
り
、
事
業
計
画

が
遅
滞
な
く
実
施
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
本
町
の
財
政
指
標
は
県
内
団

体
の
中
で
も
極
め
て
健
全
で
あ

る
。
し
か
し
、
令
和
２
年
度
予

算
編
成
の
基
幹
的
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
は
今
年
度
、
合
併

算
定
替
え
が
終
了
し
、
一
本
算

定
で
の
交
付
と
な
る
。

     

　
歳
入
財
源
は
厳
し
い
が
、
令

和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る

い
未
来
に
向
け
て
、
私
が
先
頭

に
立
ち
、
職
員
と
と
も
に
英
知

を
結
集
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
の
予
算
編
成
を
目
指
す
。

問
　
政
策
的
経
費(

投
資
的
経
費)

の
来
年
度
主
要
事
業
は

財
政
課
長
　
令
和
２
年
度
投
資
的

主
要
事
業
は
、
３
つ
の
積
極
的

な
予
算
計
上
を
考
え
て
い
る
。

　
　
第
一
は
、
身
延
中
学
校
建
設

事
業
。
２
年
度
に
は
用
地
取
得
、

各
種
調
査
を
実
施
し
、
３
年
度

に
か
け
て
基
本
設
計
お
よ
び
実

施
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
施
設
建
設
は
４
年
度
か
ら
５

問
　
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
一

般
財
源
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

中
、
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

の
基
本
的
な
考
え
方
は

町
長
　
大
き
な
課
題
は
少
子
高
齢

化
と
人
口
減
少
対
策
、
雇
用
の

創
出
な
ど
。
今
後
も
一
層
の
取

り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
く
。

　
　
第
２
次
身
延
町
総
合
計
画
に

沿
っ
た
取
り
組
み
に
お
け
る
第

１
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
日
本

一
の
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事

業
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
六
次
産
業

化
事
業
、
み
の
ぶ
自
然
の
里
の

オ
ー
プ
ン
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
、
身
延
町
の
魅
力
を
発
信
で

き
た
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
や
学
校
教
育
費
等
の
充

実
に
お
い
て
も
、
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
施
策
を
推
進
し
て
き

た
。
さ
ら
に
令
和
２
年
度
か
ら

取
り
組
む
第
２
期
創
生
総
合
戦

略
の
施
策
も
予
算
措
置
を
施
し
、

本
町
の
諸
課
題
に
対
応
し
て
い

く
。

　

令
和
２
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は

人
口
減
少
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る

問答

町
内
観
光
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

台
風
19
号
に
伴
う
避
難
体
制

一般質問

い  とう         たつ  み

一般質問一般質問
ここが聞きたい！ここが聞きたい！

※町ホームページの議会映像から　
一般質問の様子等が閲覧できます。
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中富地区
と

　き　

令
和
元
年
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
00
分

会

　場
　
中
富
地
区
公
民
館
大
須
成
分
館

参
加
者
　
計
21
人

　
　（
町
民
８
人
、
議
員
11
人
、
事
務
局
２
人
）

　
　

30
年
度
決
算
意
見
書
で
は
人
件
費
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
減
ら

す
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　
　
議
員
定
数
は
合
併
当
初
か
ら
か
な
り
減

少
し
た
。
又
、
職
員
定
数
も
正
規
職
員
は

２
０
２
人
で
、
合
併
当
初
に
比
べ
る
と
概

ね
57
人
程
減
少
し
て
い
る
。

　
　
地
方
議
会
の
議
員
の
な
り
手
不
足
が
全

国
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
議
員
の
厚

生
年
金
制
度
に
つ
い
て
議
会
は
ど
う
考
え

る
か
。
　
　
　
　   

（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
以
前
は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
な
い
。
議

員
の
な
り
手
不
足
の
一
因
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
国
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
身
延
町
総
合
文
化
会
館
の
閉
館
時
は
駐

車
場
へ
も
入
れ
な
い
状
況
で
不
便
で
あ
る
。

管
理
も
大
事
だ
と
思
う
が
、
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
た
開
放
が
出
来
な
い
か
。
　
　

　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
夜
間
等
の
管
理
上
の
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
監
視
等
の
ハ
ー
ド
面
を
ク
リ
ア
し
、

利
用
し
易
い
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
伝
え
る
。

　
　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
使
用
し
て
い
る

車
両
に
対
す
る
助
成
措
置
を
。

　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
他
の
自
治

体
の
動
向
や
関
係
部
署
と
協
議
し
、
研
究

検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
を
受
け
た
。

　
　
キ
ー
テ
ッ
ク
（
合
板
工
場
）
は
町
内
産

木
材
を
受
け
入
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
現
在
、
県
外
産
の
木
材
を
原
料
と
し
て

い
る
が
、
町
内
産
の
杉
、
ヒ
ノ
キ
等
も
受

け
入
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
自
然
の
里
に
お
け
る
平
常
時
（
昼
時
間

帯
）
の
入
浴
等
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
須
成
地
区
　
女
性
）

　
　
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
へ
指
定
管
理
委

託
し
て
運
営
し
て
お
り
、
運
営
上
可
能
か

伝
え
る
。

○
大
塩
地
区
か
ら
久
成
地
区
へ
続
く
町
道

（
ト
ン
ネ
ル
付
近
）
が
バ
リ
ケ
ー
ド
で
長

期
間
規
制
さ
れ
て
い
る
。
早
期
に
改
修
工

事
を
さ
れ
た
い
。
（
大
須
成
地
区
　
男
性
）

◯
避
難
所
に
、※

Ｗ
ｉ
│

Ｆ
ｉ
が
使
え
る
避
難
所

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

質
疑
応
答

Q1Q2

Q5

A1A2Q3Q4 A3A4

A5Q6A6

懇談会の
目　　的

　身近な議会と議会の活性化を図るため、議員が議会の運営状況や課題の
取り組み状況について報告し、町民の皆さまからの意見や要望を聴き、意
思の疎通を図ることを目的に実施しています。

提
言
・
意
見
・
要
望

Wi-Fi（ワイファイ） とは
パソコンやテレビ、スマホ、

タブレット、ゲーム機など

のネットワーク接続に対応

した機器を、無線（ワイヤ

レス）で LAN（Local Area 

Network）に接続する技術。
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災
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弱
者
避
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方
法
の
啓

蒙
・
啓
発
活
動
は

交
通
防
災
課
長
　
災
害
発
生
時
の

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て

は
、
要
配
慮
者
名
簿
を
作
成
し
、

防
災
訓
練
説
明
会
時
に
各
自
主

防
災
組
織
に
配
布
し
て
地
域
で

の
確
認
を
お
願
い
し
て
い
る
。 

　
搬
送
方
法
の
訓
練
も
行
っ
て

い
る
が
、
要
配
慮
者
へ
の
支
援

は
、
地
域
で
の
共
助
が
大
切
。

各
地
区
へ
は
地
区
防
災
計
画
の

策
定
を
お
願
い
し
て
い
く
。

問
　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
観
光
サ
イ

ト
の
刷
新
は

企
画
政
策
課
長
　
運
営
者
ご
と
に

観
光
情
報
を
発
信
し
て
い
る
観

光
サ
イ
ト
の
統
合
、
ま
た
、
発

信
力
の
充
実
・
強
化
に
つ
い
て

は
、
観
光
情
報
発
信
の
所
管
で

あ
る
観
光
課
と
連
携
す
る
中
で
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

年
度
に
施
行
し
、
６
年
度
の
開

校
を
目
指
す
。

　
　
第
二
は
、
旧
大
河
内
小
を
改

修
し
て
進
め
る
大
河
内
複
合
施

設
整
備
事
業
。
２
年
度
に
改
修

工
事
を
行
い
、
３
年
度
か
ら
使

用
を
開
始
す
る
。

　
　
第
三
は
、
下
部
温
泉
駅
前
に

日
帰
り
温
泉
を
併
設
し
た
健
康

増
進
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
建
設
す

る
健
康
増
進
施
設
建
設
事
業
。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
可
能
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
４
年
度
開
業
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
こ
れ
ら
事
業
は
、
合
併
特
例

事
業
債
の
事
業
実
施
期
限
が
６

年
ま
で
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
有
利
な
地
方
債
に
よ
る
事

業
財
源
が
確
保
さ
れ
た
。
担
当

課
を
中
心
と
し
て
庁
内
全
体
の

協
力
体
制
に
よ
り
、
事
業
計
画

が
遅
滞
な
く
実
施
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
本
町
の
財
政
指
標
は
県
内
団

体
の
中
で
も
極
め
て
健
全
で
あ

る
。
し
か
し
、
令
和
２
年
度
予

算
編
成
の
基
幹
的
財
源
で
あ
る

地
方
交
付
税
は
今
年
度
、
合
併

算
定
替
え
が
終
了
し
、
一
本
算

定
で
の
交
付
と
な
る
。

     

　
歳
入
財
源
は
厳
し
い
が
、
令

和
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
明
る

い
未
来
に
向
け
て
、
私
が
先
頭

に
立
ち
、
職
員
と
と
も
に
英
知

を
結
集
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
最
大
限
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
の
予
算
編
成
を
目
指
す
。

問
　
政
策
的
経
費(

投
資
的
経
費)

の
来
年
度
主
要
事
業
は

財
政
課
長
　
令
和
２
年
度
投
資
的

主
要
事
業
は
、
３
つ
の
積
極
的

な
予
算
計
上
を
考
え
て
い
る
。

　
　
第
一
は
、
身
延
中
学
校
建
設

事
業
。
２
年
度
に
は
用
地
取
得
、

各
種
調
査
を
実
施
し
、
３
年
度

に
か
け
て
基
本
設
計
お
よ
び
実

施
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
施
設
建
設
は
４
年
度
か
ら
５

問
　
町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
一

般
財
源
の
確
保
が
厳
し
く
な
る

中
、
令
和
２
年
度
の
予
算
編
成

の
基
本
的
な
考
え
方
は

町
長
　
大
き
な
課
題
は
少
子
高
齢

化
と
人
口
減
少
対
策
、
雇
用
の

創
出
な
ど
。
今
後
も
一
層
の
取

り
組
み
を
推
し
進
め
て
い
く
。

　
　
第
２
次
身
延
町
総
合
計
画
に

沿
っ
た
取
り
組
み
に
お
け
る
第

１
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
に
お
い
て
、
日
本

一
の
し
だ
れ
桜
の
里
づ
く
り
事

業
、
あ
け
ぼ
の
大
豆
六
次
産
業

化
事
業
、
み
の
ぶ
自
然
の
里
の

オ
ー
プ
ン
な
ど
の
事
業
を
展
開

し
、
身
延
町
の
魅
力
を
発
信
で

き
た
。
ま
た
、
子
育
て
世
代
へ

の
支
援
や
学
校
教
育
費
等
の
充

実
に
お
い
て
も
、
全
国
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
施
策
を
推
進
し
て
き

た
。
さ
ら
に
令
和
２
年
度
か
ら

取
り
組
む
第
２
期
創
生
総
合
戦

略
の
施
策
も
予
算
措
置
を
施
し
、

本
町
の
諸
課
題
に
対
応
し
て
い

く
。

　

令
和
２
年
度
予
算
編
成
の
基
本
的
な
考
え
方
は

人
口
減
少
対
策
を
さ
ら
に
強
化
す
る

問答

町
内
観
光
関
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

台
風
19
号
に
伴
う
避
難
体
制

一般質問

い  とう         たつ  み

一般質問一般質問
ここが聞きたい！ここが聞きたい！

※町ホームページの議会映像から　
一般質問の様子等が閲覧できます。
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中富地区
と

　き　

令
和
元
年
11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　
午
後
７
時
30
分
か
ら
午
後
９
時
00
分

会

　場
　
中
富
地
区
公
民
館
大
須
成
分
館

参
加
者
　
計
21
人

　
　（
町
民
８
人
、
議
員
11
人
、
事
務
局
２
人
）

　
　

30
年
度
決
算
意
見
書
で
は
人
件
費
が
増

額
と
な
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
が
、
減
ら

す
対
策
を
考
え
て
い
る
か
。

（
久
那
土
地
区
　
男
性
）

　
　
議
員
定
数
は
合
併
当
初
か
ら
か
な
り
減

少
し
た
。
又
、
職
員
定
数
も
正
規
職
員
は

２
０
２
人
で
、
合
併
当
初
に
比
べ
る
と
概

ね
57
人
程
減
少
し
て
い
る
。

　
　
地
方
議
会
の
議
員
の
な
り
手
不
足
が
全

国
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
議
員
の
厚

生
年
金
制
度
に
つ
い
て
議
会
は
ど
う
考
え

る
か
。
　
　
　
　   

（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
以
前
は
あ
っ
た
が
、
現
在
は
な
い
。
議

員
の
な
り
手
不
足
の
一
因
と
も
い
わ
れ
て

お
り
、
国
に
要
望
し
て
い
る
。

　
　
身
延
町
総
合
文
化
会
館
の
閉
館
時
は
駐

車
場
へ
も
入
れ
な
い
状
況
で
不
便
で
あ
る
。

管
理
も
大
事
だ
と
思
う
が
、
利
用
者
の
立

場
に
立
っ
た
開
放
が
出
来
な
い
か
。
　
　

　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
夜
間
等
の
管
理
上
の
問
題
が
あ
る
と
思

う
が
、
監
視
等
の
ハ
ー
ド
面
を
ク
リ
ア
し
、

利
用
し
易
い
方
法
を
検
討
す
る
よ
う
伝
え
る
。

　
　
70
歳
以
上
の
高
齢
者
が
使
用
し
て
い
る

車
両
に
対
す
る
助
成
措
置
を
。

　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
９
月
定
例
会
の
一
般
質
問
で
他
の
自
治

体
の
動
向
や
関
係
部
署
と
協
議
し
、
研
究

検
討
し
て
い
く
と
の
答
弁
を
受
け
た
。

　
　
キ
ー
テ
ッ
ク
（
合
板
工
場
）
は
町
内
産

木
材
を
受
け
入
れ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

　
　
現
在
、
県
外
産
の
木
材
を
原
料
と
し
て

い
る
が
、
町
内
産
の
杉
、
ヒ
ノ
キ
等
も
受

け
入
れ
る
と
し
て
い
る
。

　
　
自
然
の
里
に
お
け
る
平
常
時
（
昼
時
間

帯
）
の
入
浴
等
の
活
用
は
。

　
　
　
　
　
　
　
（
大
須
成
地
区
　
女
性
）

　
　
み
の
ぶ
観
光
セ
ン
タ
ー
へ
指
定
管
理
委

託
し
て
運
営
し
て
お
り
、
運
営
上
可
能
か

伝
え
る
。

○
大
塩
地
区
か
ら
久
成
地
区
へ
続
く
町
道

（
ト
ン
ネ
ル
付
近
）
が
バ
リ
ケ
ー
ド
で
長

期
間
規
制
さ
れ
て
い
る
。
早
期
に
改
修
工

事
を
さ
れ
た
い
。
（
大
須
成
地
区
　
男
性
）

◯
避
難
所
に
、※

Ｗ
ｉ
│

Ｆ
ｉ
が
使
え
る
避
難
所

と
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
（
豊
岡
地
区
　
男
性
）

質
疑
応
答

Q1Q2

Q5

A1A2Q3Q4 A3A4

A5Q6A6

懇談会の
目　　的

　身近な議会と議会の活性化を図るため、議員が議会の運営状況や課題の
取り組み状況について報告し、町民の皆さまからの意見や要望を聴き、意
思の疎通を図ることを目的に実施しています。

提
言
・
意
見
・
要
望

Wi-Fi（ワイファイ） とは
パソコンやテレビ、スマホ、

タブレット、ゲーム機など

のネットワーク接続に対応

した機器を、無線（ワイヤ

レス）で LAN（Local Area 

Network）に接続する技術。



7　みのぶ議会だより No.61

望月　悟良 議員

た
内
容
が
提
言
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
提
言
書
を

基
に
関
係
各
課
と
調
整
を
進
め
、

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
建
設
予
定
地
の
安
全
性
は

施
設
整
備
課
長
　
国
土
交
通
省
に

お
け
る
富
士
川
浸
水
想
定
区
域

で
は
、
建
設
予
定
地
の
下
山
小

学
校
周
辺
付
近
は
、
破
堤
基
準

点
に
お
け
る
浸
水
区
域
外
と
な

り
安
全
性
は
ク
リ
ア
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
富
士
川
堤
内
の
河
川

氾
濫
に
伴
う
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
現
象
に
対
す
る
内
水
面
へ
の

災
害
対
策
に
備
え
て
、
樋
門
の

設
置
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
安

全
性
が
高
ま
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
・
「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
の
周

　
知
方
法

　
・
中
学
校
新
校
舎
建
設
に
向
け

　
た
令
和
２
年
度
事
業
内
容

度
か
ら
10
年
間
で
１
３
０
万
㎥

が
処
理
さ
れ
る
。

　問
　
身
延
中
学
校
新
校
舎
建
設
事

業
の
進
捗
と
安
全
対
策
は

施
設
整
備
課
長
　
「
身
延
中
学
校

新
校
舎
等
整
備
基
本
計
画
策
定

委
員
会
」
に
お
い
て
協
議
さ
れ

問
　
曙
（
江
尻
窪
・
遅
沢
）
地
区

へ
搬
入
し
て
い
る
中
部
横
断
自

動
車
道
建
設
に
伴
う
残
土
処
理

の
現
状
と
、
リ
ニ
ア
建
設
に
伴

う
建
設
残
土
処
理
場
の
計
画
は

建
設
課
長
　
国
土
交
通
省
に
よ
る

中
部
横
断
自
動
車
道
建
設
に
伴

う
残
土
処
理
は
、
江
尻
窪
地
内

に
お
い
て
平
成
24
年
か
ら
進
め

ら
れ
、
10
年
間
で
9.7
ヘ
ク
タ
ー

ル
へ
２
０
０
万
㎥
を
処
理
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部

下
山
地
区
の
護
岸
築
堤
等
に
使

用
さ
れ
た
た
め
、
現
在
40
万
㎥

が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
　

　
　
残
土
処
理
後
の
町
の
活
用
計

画
で
は
、
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」

の
圃
場
計
画
等
が
あ
る
の
で
、

早
期
達
成
を
国
へ
要
望
し
て
い

く
。

　
　
リ
ニ
ア
建
設
に
伴
う
建
設
残

土
処
理
は
、
遅
沢
地
内
の
お
よ

そ
6.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
令
和
元
年

問
　
台
風
19
号
に
よ
る
指
定
避
難

所
へ
の
避
難
者
数
は

交
通
防
災
課
長
　
29
カ
所
の
避
難

所
を
開
設
し
、
６
１
９
人
が
避

難
し
た
。
要
支
援
者
等
の
内
訳

で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
幼

児
等
を
合
せ
て
３
２
３
人
で
あ

っ
た
。

問
　
避
難
所
へ
の
経
路
は
急
傾
斜

地
や
土
石
流
危
険
渓
流
等
を
通

る
た
め
、
身
近
な
集
落
公
民
館

を
避
難
所
に
で
き
な
い
か

交
通
防
災
課
長

　今
回
、
区
又
は

自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
集
落

公
民
館
を
自
主
的
に
開
設
し
た

地
区
も
あ
っ
た
。
今
後
、
地
区

防
災
計
画
作
成
の
折
に
は
一
時

避
難
所
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
施
設
の
状
況
に
よ

り
指
定
避
難
所
と
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

　

身
近
な
集
落
公
民
館
を
避
難
所
に

施
設
の
状
況
に
よ
り
指
定
は
可
能

問答

建
設
発
生
残
土
の
現
状
と

処
理
後
の
土
地
の
有
効
活
用

一般質問

もちづき　　  ご  ろう

中部横断道残土処理地（江尻窪）

学
校
施
設
の
環
境
整
備
事
業

と
安
全
対
策
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野島　俊博 議員

災
害
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
関
連
死

対
策
こ
そ
、
今
後
の
地
域
防
災

計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え

る
が

交
通
防
災
課
長

　地
域
防
災
計

画
・
一
般
災
害
編
の
避
難
所
の

管
理
運
営
の
留
意
事
項
と
し
て

記
載
、
身
延
町
災
害
対
策
本
部

の
健
康
増
進
班
の
事
務
に
も
被

災
者
の
健
康
管
理
等
の
事
務
分

掌
の
規
程
が
あ
る
。

　
　
ま
た
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
身
延
町
災
害
時
等
医
療

救
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
避
難
所

に
お
け
る
保
健
衛
生
活
動
に
避

難
者
の
健
康
管
理
の
た
め
の
活

動
の
規
程
も
記
載
し
て
あ
る
。

　
　
以
上
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
災
害
関
連
死
の
防
止
対
策

を
図
っ
て
い
く
。

問
　
災
害
対
応
能
力
の
観
点
か
ら
、

町
が
持
っ
て
い
る
備
蓄
品
と
県

の
備
蓄
品
の
把
握
が
必
要
。
こ

の
件
は
、
相
互
に
情
報
を
共
有

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本

町
の
現
状
は

交
通
防
災
課
長

　県
と
市
町
村
で

そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
資
機
材
や
生

活
必
需
品
を
備
蓄
し
て
お
り
、

そ
の
備
蓄
数
量
の
情
報
に
つ
い

て
は
共
有
を
し
、
山
梨
県
地
域

防
災
計
画
に
県
内
市
町
村
の
備

蓄
品
名
や
数
量
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

問
　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
は

直
接
死
は
50
人
、
被
災
が
長
期

化
す
る
こ
と
に
よ
る
過
労
や
環

境
悪
化
な
ど
に
よ
る
病
死
な
ど

の
内
科
的
死
因
に
基
づ
く
死
と

規
定
さ
れ
る
災
害
関
連
死
は
な

ん
と
２
１
５
人
と
全
体
の
死
者

の
80
％
が
関
連
死
と
い
う
驚
愕

の
事
実
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

く
要
望
し
て
い
く
。

問
　
昭
和
34
年
台
風
７
号
、
先
の

台
風
15
号
・
19
号
に
学
び
、
本

町
に
お
け
る
過
去
の
台
風
災
害

の
教
訓
、
ま
た
各
区
お
よ
び
地

域
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
区
の
要

望
事
項
等
、
ど
の
よ
う
に
検
証

し
対
応
し
て
い
る
の
か

建
設
課
長

　県
道
９
号
線
沿
い
帯

金
地
区
は
、
国
が
管
理
す
る
富

士
川
と
県
が
管
理
す
る
大
久
保

沢
川
、
入
之
沢
川
、
泥
之
沢
川

が
流
れ
、
過
去
、
昭
和
34
年
災

害
を
は
じ
め
、
富
士
川
の
増
水

及
び
内
水
氾
濫
に
よ
り
、
帯
金

地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。

　
　
地
域
住
民
か
ら
も
「
土
砂
お

よ
び
立
木
の
撤
去
等
」
の
強
い

要
望
を
受
け
、
そ
の
都
度
、

各
々
管
理
者
が
土
砂
の
撤
去
等

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
富

士
川
に
お
い
て
は
、
砂
利
採
取

に
よ
り
適
正
な
河
道
の
確
保
を

国
に
要
望
、
支
川
に
お
い
て
は

「
砂
防
堰
堤
の
新
設
」
、
ま
た

「
山
腹
崩
壊
防
止
」
を
県
に
強

　

昭
和
34
年
台
風
７
号
及
び
本
年
15
号
・
19
号
に
何
を
学
ぶ

過
去
及
び
今
回
の
台
風
を
教
訓
に
更
な
る
防
災
対
策
に
努
め
る

問答

災
害
関
連
死
対
策

一般質問

の  じま         としひろ

昭和34年台風７号水害状況
旧帯金小学校付近（富士川の氾濫）

令和元年台風19号水害状況
帯金南口スクールバス停付近
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望月　悟良 議員

た
内
容
が
提
言
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
こ
の
提
言
書
を

基
に
関
係
各
課
と
調
整
を
進
め
、

基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
、
取

り
組
ん
で
い
る
。

問
　
建
設
予
定
地
の
安
全
性
は

施
設
整
備
課
長
　
国
土
交
通
省
に

お
け
る
富
士
川
浸
水
想
定
区
域

で
は
、
建
設
予
定
地
の
下
山
小

学
校
周
辺
付
近
は
、
破
堤
基
準

点
に
お
け
る
浸
水
区
域
外
と
な

り
安
全
性
は
ク
リ
ア
さ
れ
る
。

　
　
ま
た
、
富
士
川
堤
内
の
河
川

氾
濫
に
伴
う
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ

ー
現
象
に
対
す
る
内
水
面
へ
の

災
害
対
策
に
備
え
て
、
樋
門
の

設
置
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
安

全
性
が
高
ま
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
・
「
大
雨
・
洪
水
警
報
」
の
周

　
知
方
法

　
・
中
学
校
新
校
舎
建
設
に
向
け

　
た
令
和
２
年
度
事
業
内
容

度
か
ら
10
年
間
で
１
３
０
万
㎥

が
処
理
さ
れ
る
。

　問
　
身
延
中
学
校
新
校
舎
建
設
事

業
の
進
捗
と
安
全
対
策
は

施
設
整
備
課
長
　
「
身
延
中
学
校

新
校
舎
等
整
備
基
本
計
画
策
定

委
員
会
」
に
お
い
て
協
議
さ
れ

問
　
曙
（
江
尻
窪
・
遅
沢
）
地
区

へ
搬
入
し
て
い
る
中
部
横
断
自

動
車
道
建
設
に
伴
う
残
土
処
理

の
現
状
と
、
リ
ニ
ア
建
設
に
伴

う
建
設
残
土
処
理
場
の
計
画
は

建
設
課
長
　
国
土
交
通
省
に
よ
る

中
部
横
断
自
動
車
道
建
設
に
伴

う
残
土
処
理
は
、
江
尻
窪
地
内

に
お
い
て
平
成
24
年
か
ら
進
め

ら
れ
、
10
年
間
で
9.7
ヘ
ク
タ
ー

ル
へ
２
０
０
万
㎥
を
処
理
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
部

下
山
地
区
の
護
岸
築
堤
等
に
使

用
さ
れ
た
た
め
、
現
在
40
万
㎥

が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
　

　
　
残
土
処
理
後
の
町
の
活
用
計

画
で
は
、
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」

の
圃
場
計
画
等
が
あ
る
の
で
、

早
期
達
成
を
国
へ
要
望
し
て
い

く
。

　
　
リ
ニ
ア
建
設
に
伴
う
建
設
残

土
処
理
は
、
遅
沢
地
内
の
お
よ

そ
6.6
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
令
和
元
年

問
　
台
風
19
号
に
よ
る
指
定
避
難

所
へ
の
避
難
者
数
は

交
通
防
災
課
長
　
29
カ
所
の
避
難

所
を
開
設
し
、
６
１
９
人
が
避

難
し
た
。
要
支
援
者
等
の
内
訳

で
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
幼

児
等
を
合
せ
て
３
２
３
人
で
あ

っ
た
。

問
　
避
難
所
へ
の
経
路
は
急
傾
斜

地
や
土
石
流
危
険
渓
流
等
を
通

る
た
め
、
身
近
な
集
落
公
民
館

を
避
難
所
に
で
き
な
い
か

交
通
防
災
課
長

　今
回
、
区
又
は

自
主
防
災
組
織
に
お
い
て
集
落

公
民
館
を
自
主
的
に
開
設
し
た

地
区
も
あ
っ
た
。
今
後
、
地
区

防
災
計
画
作
成
の
折
に
は
一
時

避
難
所
と
し
て
登
録
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
施
設
の
状
況
に
よ

り
指
定
避
難
所
と
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
る
。

　

身
近
な
集
落
公
民
館
を
避
難
所
に

施
設
の
状
況
に
よ
り
指
定
は
可
能

問答

建
設
発
生
残
土
の
現
状
と

処
理
後
の
土
地
の
有
効
活
用

一般質問

もちづき　　  ご  ろう

中部横断道残土処理地（江尻窪）

学
校
施
設
の
環
境
整
備
事
業

と
安
全
対
策
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野島　俊博 議員

災
害
が
長
期
化
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
関
連
死

対
策
こ
そ
、
今
後
の
地
域
防
災

計
画
に
盛
り
込
む
べ
き
と
考
え

る
が

交
通
防
災
課
長

　地
域
防
災
計

画
・
一
般
災
害
編
の
避
難
所
の

管
理
運
営
の
留
意
事
項
と
し
て

記
載
、
身
延
町
災
害
対
策
本
部

の
健
康
増
進
班
の
事
務
に
も
被

災
者
の
健
康
管
理
等
の
事
務
分

掌
の
規
程
が
あ
る
。

　
　
ま
た
、
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ

ア
ル
や
身
延
町
災
害
時
等
医
療

救
護
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
避
難
所

に
お
け
る
保
健
衛
生
活
動
に
避

難
者
の
健
康
管
理
の
た
め
の
活

動
の
規
程
も
記
載
し
て
あ
る
。

　
　
以
上
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ

き
、
災
害
関
連
死
の
防
止
対
策

を
図
っ
て
い
く
。

問
　
災
害
対
応
能
力
の
観
点
か
ら
、

町
が
持
っ
て
い
る
備
蓄
品
と
県

の
備
蓄
品
の
把
握
が
必
要
。
こ

の
件
は
、
相
互
に
情
報
を
共
有

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本

町
の
現
状
は

交
通
防
災
課
長

　県
と
市
町
村
で

そ
れ
ぞ
れ
の
防
災
資
機
材
や
生

活
必
需
品
を
備
蓄
し
て
お
り
、

そ
の
備
蓄
数
量
の
情
報
に
つ
い

て
は
共
有
を
し
、
山
梨
県
地
域

防
災
計
画
に
県
内
市
町
村
の
備

蓄
品
名
や
数
量
が
記
載
さ
れ
て

い
る
。

問
　
平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で
は

直
接
死
は
50
人
、
被
災
が
長
期

化
す
る
こ
と
に
よ
る
過
労
や
環

境
悪
化
な
ど
に
よ
る
病
死
な
ど

の
内
科
的
死
因
に
基
づ
く
死
と

規
定
さ
れ
る
災
害
関
連
死
は
な

ん
と
２
１
５
人
と
全
体
の
死
者

の
80
％
が
関
連
死
と
い
う
驚
愕

の
事
実
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。

く
要
望
し
て
い
く
。

問
　
昭
和
34
年
台
風
７
号
、
先
の

台
風
15
号
・
19
号
に
学
び
、
本

町
に
お
け
る
過
去
の
台
風
災
害

の
教
訓
、
ま
た
各
区
お
よ
び
地

域
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
区
の
要

望
事
項
等
、
ど
の
よ
う
に
検
証

し
対
応
し
て
い
る
の
か

建
設
課
長

　県
道
９
号
線
沿
い
帯

金
地
区
は
、
国
が
管
理
す
る
富

士
川
と
県
が
管
理
す
る
大
久
保

沢
川
、
入
之
沢
川
、
泥
之
沢
川

が
流
れ
、
過
去
、
昭
和
34
年
災

害
を
は
じ
め
、
富
士
川
の
増
水

及
び
内
水
氾
濫
に
よ
り
、
帯
金

地
区
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

し
た
。

　
　
地
域
住
民
か
ら
も
「
土
砂
お

よ
び
立
木
の
撤
去
等
」
の
強
い

要
望
を
受
け
、
そ
の
都
度
、

各
々
管
理
者
が
土
砂
の
撤
去
等

を
実
施
し
て
い
る
。
今
後
も
富

士
川
に
お
い
て
は
、
砂
利
採
取

に
よ
り
適
正
な
河
道
の
確
保
を

国
に
要
望
、
支
川
に
お
い
て
は

「
砂
防
堰
堤
の
新
設
」
、
ま
た

「
山
腹
崩
壊
防
止
」
を
県
に
強

　

昭
和
34
年
台
風
７
号
及
び
本
年
15
号
・
19
号
に
何
を
学
ぶ

過
去
及
び
今
回
の
台
風
を
教
訓
に
更
な
る
防
災
対
策
に
努
め
る

問答

災
害
関
連
死
対
策

一般質問

の  じま         としひろ

昭和34年台風７号水害状況
旧帯金小学校付近（富士川の氾濫）

令和元年台風19号水害状況
帯金南口スクールバス停付近
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芦澤　健拓 議員

町
長
　
総
合
戦
略
の
一
環
だ
が
、

結
婚
・
出
産
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
目
指
し
て
い
る
。
宅
地

分
譲
や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
、

移
住
者
受
け
入
れ
の
た
め
の
施

策
も
展
開
し
て
い
る
。

　
　
子
育
て
支
援
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
も
工
夫
し
て
首
都
圏
へ
発
信

し
て
い
る
。

問
　
峡
南
地
域
中
核
工
業
団
地
の

企
業
の
利
便
性
を
図
り
、
成
長

を
図
る
こ
と
は
町
と
議
会
の
使

命
で
あ
る
と
思
う
が

町
長
　
工
業
団
地
の
企
業
と
関
係

部
署
と
の
調
整
等
の
相
談
窓
口

と
し
て
企
画
政
策
課
で
ア
ン
ケ

ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
て
総
合
戦
略
に
反
映
し
て
い

く
。

問
　
地
区
別
人
口
を
み
る
と
、
身

延
地
区
、
中
富
地
区
は
減
少
率

30
％
だ
が
、
下
部
地
区
は
40
％

で
あ
る
。
下
部
地
区
の
復
活
の

た
め
に
も
三
沢
〜
市
之
瀬
間
バ

イ
パ
ス
の
早
期
実
現
が
、
最
も

望
ま
れ
る
。
県
の
市
町
村
課
長

を
務
め
ら
れ
た
町
長
が
人
脈
を

生
か
し
て
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
う
こ
と
は

町
長
　
山
梨
県
社
会
資
本
整
備
計

画
に
組
み
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
。
県
庁
の
部
長
た
ち
が

同
年
代
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
県

庁
内
で
も
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う

努
力
す
る
。

問
　
子
育
て
支
援
日
本
一
の
評
価

の
指
標
は
、
移
住
者
・
子
育
て

世
代
女
性
の
増
加
、
合
計
特
殊

出
生
率
の
上
昇
等
か
。

　
　
ま
た
、
有
効
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
は

問
　
県
の
調
査
費
の
予
算
化
を
要

求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
が

町
長
　
遠
藤
浩
県
議
、
望
月
利
樹

県
議
の
一
般
質
問
や
、
１
万
人

を
超
え
る
多
数
の
署
名
の
重
さ

を
考
え
、
今
後
も
早
期
着
手
早

期
実
現
に
最
大
限
努
力
し
て
い

く
。

問
　
西
八
代
縦
貫
道
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
の
復
活
継
続
と
再
開

は
建
設
課
長
　
同
盟
会
の
再
開
に
つ

い
て
は
市
川
三
郷
町
と
協
議
中

で
、
令
和
２
年
４
月
に
再
開
す

る
予
定
。

問
　
同
盟
会
の
名
称
を
「
市
川
三

郷
身
延
線
整
備
促
進
同
盟
」
に

変
更
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
、

両
町
で
の
協
議
は

町
長

　名
称
変
更
に
は
規
約
の
改

正
と
総
会
決
議
が
必
要
。
市
川

三
郷
町
と
協
議
す
る
。

問
　
今
後
は
、
市
川
三
郷
町
と
２

町
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

従
来
の
各
町
負
担
金
十
万
円
で

は
不
足
で
は
な
い
か
。
増
額
の

見
込
み
は

建
設
課
長
　
従
来
、
負
担
金
の
範

囲
内
で
活
動
し
て
き
た
が
、
総

会
再
開
後
の
活
動
内
容
に
よ
り
、

市
川
三
郷
町
と
協
議
す
る
。

　

西
八
代
縦
貫
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の
再
開
は

市
川
三
郷
町
と
協
議
中
で
令
和
２
年
４
月
再
開
予
定
　

問答

一般質問

あし ざわ　　たけ ひろ

子
育
て
支
援
日
本
一
の
評
価
は

誘
致
企
業
の
利
便
性
を

早期実現を目指したのぼり旗（三沢）
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伊藤　雄波 議員

利
用
者
に
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
各
運
行
事

業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
と
と

も
に
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
営

を
し
て
い
る
身
延
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で
も

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
検
討
し

て
い
く
。

問
　
下
部
温
泉
駅
付
近
に
計
画
し

て
い
る
健
康
増
進
施
設
事
業
の

進
捗
状
況
は

施
設
整
備
課
長

　基
本
計
画
に
反

映
す
る
た
め
２
回
の
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
意
見
要
望
等
を

聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
の
建
設
計
画
は
、
令
和
２
年

度
に
参
入
企
業
を
選
定
し
て
施

設
の
実
施
設
計
、
敷
地
造
成
工

事
、
温
泉
管
の
布
設
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
３
年
度
に
お
い

て
は
施
設
の
建
設
工
事
と
外
構

工
事
、
駐
車
場
整
備
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　
高
齢
な
利
用
者
が
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
乗
車
中
に
突
然
具
合
が

悪
く
な
っ
た
時
、
当
事
者
ま
た

は
他
の
利
用
者
へ
の
対
応
や
、

清
掃
方
法
等
に
つ
い
て
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。
ま
た
、
今

以
上
に
利
用
者
へ
の
き
め
細
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
る
か

交
通
防
災
課
長

　み
の
ぶ
乗
合
タ

ク
シ
ー
は
、
町
内
の
交
通
事
業

者
３
社
と
委
託
契
約
を
結
び
運

行
し
て
い
る
。
現
在
、
統
一
的

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。
高
齢

の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
乗
り

降
り
の
際
に
は
可
能
な
限
り
注

意
深
く
様
子
を
見
て
、
声
か
け

や
手
助
け
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、

効
果
が
あ
る
と
の
情
報
が
あ
る

が
、
具
体
的
な
効
果
や
刺
激
物

で
あ
る
た
め
他
の
農
作
物
へ
の

被
害
が
な
い
か
更
に
実
証
を
進

め
、
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
手

法
と
し
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問
　
町
内
で
の
地
域
別
鳥
獣
害
被

害
は

産
業
課
長

　あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生

産
が
盛
ん
な
中
富
地
区
で
は
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ

る
大
豆
や
水
稲
の
被
害
が
頻
発

し
、
身
延
地
区
で
は
ニ
ホ
ン
ザ

ル
に
よ
る
野
菜
類
の
被
害
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
水
稲
の
被
害
、

下
部
地
区
で
も
同
様
に
ニ
ホ
ン

ザ
ル
に
よ
る
野
菜
類
の
被
害
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
相
談

が
あ
っ
た
。

問
　
町
内
の
団
体
が
、
鳥
獣
被
害

の
対
策
に
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ

ー
パ
ー
を
利
用
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
評
判
が
い
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
な
効
果
が
出
て
い
る
の
か
把

握
し
て
い
る
か

産
業
課
長

　現
在
、
栽
培
技
術
の

向
上
と
農
作
物
へ
の
被
害
防
除

の
実
証
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ

ー
パ
ー
が
鳥
獣
被
害
の
軽
減
に

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ
ー
パ
ー
を

新
た
な
対
策
の
手
法
と
し
て
期
待

問答

一般質問

い  とう           お  なみ

み
の
ぶ
乗
合
タ
ク
シ
ー

健
康
増
進
施
設

キャロライナ・リーパーの試験栽培地（下山）

キャロライナ・リーパー
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芦澤　健拓 議員

町
長
　
総
合
戦
略
の
一
環
だ
が
、

結
婚
・
出
産
、
子
育
て
環
境
の

充
実
を
目
指
し
て
い
る
。
宅
地

分
譲
や
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
、

移
住
者
受
け
入
れ
の
た
め
の
施

策
も
展
開
し
て
い
る
。

　
　
子
育
て
支
援
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
も
工
夫
し
て
首
都
圏
へ
発
信

し
て
い
る
。

問
　
峡
南
地
域
中
核
工
業
団
地
の

企
業
の
利
便
性
を
図
り
、
成
長

を
図
る
こ
と
は
町
と
議
会
の
使

命
で
あ
る
と
思
う
が

町
長
　
工
業
団
地
の
企
業
と
関
係

部
署
と
の
調
整
等
の
相
談
窓
口

と
し
て
企
画
政
策
課
で
ア
ン
ケ

ー
ト
や
聞
き
取
り
調
査
を
実
施

し
て
総
合
戦
略
に
反
映
し
て
い

く
。

問
　
地
区
別
人
口
を
み
る
と
、
身

延
地
区
、
中
富
地
区
は
減
少
率

30
％
だ
が
、
下
部
地
区
は
40
％

で
あ
る
。
下
部
地
区
の
復
活
の

た
め
に
も
三
沢
〜
市
之
瀬
間
バ

イ
パ
ス
の
早
期
実
現
が
、
最
も

望
ま
れ
る
。
県
の
市
町
村
課
長

を
務
め
ら
れ
た
町
長
が
人
脈
を

生
か
し
て
関
係
者
に
Ｐ
Ｒ
し
て

も
ら
う
こ
と
は

町
長
　
山
梨
県
社
会
資
本
整
備
計

画
に
組
み
入
れ
て
も
ら
う
こ
と

が
必
要
。
県
庁
の
部
長
た
ち
が

同
年
代
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
し
て
県

庁
内
で
も
話
題
に
の
ぼ
る
よ
う

努
力
す
る
。

問
　
子
育
て
支
援
日
本
一
の
評
価

の
指
標
は
、
移
住
者
・
子
育
て

世
代
女
性
の
増
加
、
合
計
特
殊

出
生
率
の
上
昇
等
か
。

　
　
ま
た
、
有
効
な
Ｐ
Ｒ
に
つ
い

て
は

問
　
県
の
調
査
費
の
予
算
化
を
要

求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
が

町
長
　
遠
藤
浩
県
議
、
望
月
利
樹

県
議
の
一
般
質
問
や
、
１
万
人

を
超
え
る
多
数
の
署
名
の
重
さ

を
考
え
、
今
後
も
早
期
着
手
早

期
実
現
に
最
大
限
努
力
し
て
い

く
。

問
　
西
八
代
縦
貫
道
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
の
復
活
継
続
と
再
開

は
建
設
課
長
　
同
盟
会
の
再
開
に
つ

い
て
は
市
川
三
郷
町
と
協
議
中

で
、
令
和
２
年
４
月
に
再
開
す

る
予
定
。

問
　
同
盟
会
の
名
称
を
「
市
川
三

郷
身
延
線
整
備
促
進
同
盟
」
に

変
更
し
て
も
よ
い
と
思
う
が
、

両
町
で
の
協
議
は

町
長

　名
称
変
更
に
は
規
約
の
改

正
と
総
会
決
議
が
必
要
。
市
川

三
郷
町
と
協
議
す
る
。

問
　
今
後
は
、
市
川
三
郷
町
と
２

町
で
活
動
す
る
こ
と
に
な
る
が
、

従
来
の
各
町
負
担
金
十
万
円
で

は
不
足
で
は
な
い
か
。
増
額
の

見
込
み
は

建
設
課
長
　
従
来
、
負
担
金
の
範

囲
内
で
活
動
し
て
き
た
が
、
総

会
再
開
後
の
活
動
内
容
に
よ
り
、

市
川
三
郷
町
と
協
議
す
る
。

　

西
八
代
縦
貫
道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
の
再
開
は

市
川
三
郷
町
と
協
議
中
で
令
和
２
年
４
月
再
開
予
定
　

問答

一般質問

あし ざわ　　たけ ひろ

子
育
て
支
援
日
本
一
の
評
価
は

誘
致
企
業
の
利
便
性
を

早期実現を目指したのぼり旗（三沢）
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伊藤　雄波 議員

利
用
者
に
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
各
運
行
事

業
者
に
働
き
か
け
て
い
く
と
と

も
に
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
営

を
し
て
い
る
身
延
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
協
議
会
の
中
で
も

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
を
検
討
し

て
い
く
。

問
　
下
部
温
泉
駅
付
近
に
計
画
し

て
い
る
健
康
増
進
施
設
事
業
の

進
捗
状
況
は

施
設
整
備
課
長

　基
本
計
画
に
反

映
す
る
た
め
２
回
の
地
元
説
明

会
を
開
催
し
、
意
見
要
望
等
を

聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
の
建
設
計
画
は
、
令
和
２
年

度
に
参
入
企
業
を
選
定
し
て
施

設
の
実
施
設
計
、
敷
地
造
成
工

事
、
温
泉
管
の
布
設
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。
３
年
度
に
お
い

て
は
施
設
の
建
設
工
事
と
外
構

工
事
、
駐
車
場
整
備
工
事
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　
高
齢
な
利
用
者
が
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
乗
車
中
に
突
然
具
合
が

悪
く
な
っ
た
時
、
当
事
者
ま
た

は
他
の
利
用
者
へ
の
対
応
や
、

清
掃
方
法
等
に
つ
い
て
の
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。
ま
た
、
今

以
上
に
利
用
者
へ
の
き
め
細
か

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
何

か
対
策
は
考
え
て
い
る
か

交
通
防
災
課
長

　み
の
ぶ
乗
合
タ

ク
シ
ー
は
、
町
内
の
交
通
事
業

者
３
社
と
委
託
契
約
を
結
び
運

行
し
て
い
る
。
現
在
、
統
一
的

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
な
い
。
高
齢

の
利
用
者
に
対
し
て
は
、
乗
り

降
り
の
際
に
は
可
能
な
限
り
注

意
深
く
様
子
を
見
て
、
声
か
け

や
手
助
け
な
ど
を
す
る
こ
と
で
、

効
果
が
あ
る
と
の
情
報
が
あ
る

が
、
具
体
的
な
効
果
や
刺
激
物

で
あ
る
た
め
他
の
農
作
物
へ
の

被
害
が
な
い
か
更
に
実
証
を
進

め
、
新
た
な
鳥
獣
被
害
対
策
手

法
と
し
て
確
立
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

問
　
町
内
で
の
地
域
別
鳥
獣
害
被

害
は

産
業
課
長

　あ
け
ぼ
の
大
豆
の
生

産
が
盛
ん
な
中
富
地
区
で
は
ニ

ホ
ン
ジ
カ
、
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
よ

る
大
豆
や
水
稲
の
被
害
が
頻
発

し
、
身
延
地
区
で
は
ニ
ホ
ン
ザ

ル
に
よ
る
野
菜
類
の
被
害
や
ニ

ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
水
稲
の
被
害
、

下
部
地
区
で
も
同
様
に
ニ
ホ
ン

ザ
ル
に
よ
る
野
菜
類
の
被
害
や

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
の
相
談

が
あ
っ
た
。

問
　
町
内
の
団
体
が
、
鳥
獣
被
害

の
対
策
に
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ

ー
パ
ー
を
利
用
す
る
取
り
組
み

を
し
て
い
る
。
評
判
が
い
い
と

聞
い
て
い
る
が
、
町
は
ど
の
よ

う
な
効
果
が
出
て
い
る
の
か
把

握
し
て
い
る
か

産
業
課
長

　現
在
、
栽
培
技
術
の

向
上
と
農
作
物
へ
の
被
害
防
除

の
実
証
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い

て
い
る
。
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ

ー
パ
ー
が
鳥
獣
被
害
の
軽
減
に

　

鳥
獣
被
害
対
策
に
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
・
リ
ー
パ
ー
を

新
た
な
対
策
の
手
法
と
し
て
期
待

問答

一般質問

い  とう           お  なみ

み
の
ぶ
乗
合
タ
ク
シ
ー

健
康
増
進
施
設

キャロライナ・リーパーの試験栽培地（下山）

キャロライナ・リーパー
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田中　一泰 議員

が
高
ま
り
改
善
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
　
通
学
費
用
の
増
加
の
問
題
に

つ
い
て
、
１
億
円
ぐ
ら
い
で
納

め
ら
れ
る
と
聞
い
た
が
、
い
く

ら
を
想
定
し
て
い
る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
現
時
点
で
は
根
拠
の
あ

る
額
を
答
え
が
で
き
る
段
階
で

は
な
い
。

問
　
身
延
高
校
の
中
高
一
貫
校
の

成
功
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
、

中
学
校
が
遠
の
く
こ
と
に
関
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
県
教
委
に
対
し
、

身
延
高
校
、
身
延
中
学
校
・
南

部
中
学
校
へ
の
十
分
な
教
員
の

配
置
を
要
望
し
、
引
き
続
き
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

施
す
る
予
定
。

 

問
　
安
全
性
の
確
認
判
断
は
ど

う
な
る
の
か

施
設
整
備
課
長
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
の
結
果
を
、
建
築
基
準
法
に

基
づ
い
た
文
部
科
学
省
、
中
学

校
施
設
整
備
指
針
に
従
っ
て
建

築
士
の
判
断
に
よ
り
確
認
す
る
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
身
延
町
の
予
想

震
度
は
７
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

安
全
の
確
保
の
計
画
は
ど
う
な

る
か

施
設
整
備
課
長
　
建
築
基
準
法
に

基
づ
い
た
中
学
校
施
設
整
備
指

針
に
従
い
地
震
対
策
を
講
じ
た

施
設
の
設
計
構
造
に
す
る
。

問
　
建
設
予
定
地
の
水
害
対
策
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

施
設
整
備
課
長
　
富
士
川
右
岸
の

護
岸
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
想
定
さ
れ
て
い
る
浸
水

に
よ
る
被
害
区
域
は
、
安
全
性

問
　
建
設
予
定
地
の
安
全
対
策
で

地
盤
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、

調
査
の
方
法
、
時
期
は

施
設
整
備
課
長
　
現
在
の
建
設
計

画
で
は
、
令
和
３
年
度
に
敷
地

造
成
工
事
、
４
〜
５
年
度
の
２

カ
年
で
校
舎
、
体
育
館
な
ど
の

建
設
工
事
、
そ
の
前
に
２
年
度

に
お
い
て
地
質
・
土
質
調
査
の

た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

問
　
身
延
中
学
建
設
の
用
地
取
得

の
予
定
面
積
は

施
設
整
備
課
長
　
合
計
は
１
万
９

０
４
５
㎡
で
、
下
山
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
全
体
と
同
等
規
模
の

広
さ
で
、
そ
の
中
に
校
舎
、
体

育
館
、
武
道
場
、
給
食
セ
ン
タ

ー
を
配
置
す
る
予
定
。

問
　
用
地
取
得
の
全
体
予
算
は

施
設
整
備
課
長

　不
動
産
鑑
定
に

よ
る
用
地
補
償
費
と
物
件
建
物

補
償
費
、
電
柱
等
の
移
転
補
償

費
合
計
で
１
億
５
千
万
円
の
見

込
み
。

　

身
延
中
学
校
建
設
予
定
地
の
安
全
対
策
調
査
は

令
和
２
年
度
に
地
質
・
土
質
調
査
を
実
施
す
る

問答

一般質問

た  なか         かずやす

通
学
費
用

中学校建設予定地
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渡辺　文子 議員

問
　
児
童
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

※

主
任
児
童
委
員
の
役
割
は
大

き
く
重
要
に
な
っ
て
い
る
中
で

み
な
さ
ん
困
難
事
例
を
か
か
え

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
今
回
の

全
国
一
斉
改
選
で
６
人
が
３
人

に
減
ら
さ
れ
た
理
由
は

福
祉
保
健
課
長

　県
か
ら
の
要
請

に
応
え
、
総
合
的
な
判
断
の
も

と
に
主
任
児
童
委
員
を
６
人
か

ら
３
人
に
変
更
し
た
。

要
望
が
あ
り
、
配
備
を
し
て
い

き
た
い
。
テ
レ
ビ
も
今
後
、
検

討
し
た
い
。

問
　
将
来
的
に
ペ
ッ
ト
が
一
緒
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が

交
通
防
災
課
長

　今
後
、
関
係
部

署
等
と
も
協
議
す
る
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
加
齢
に
よ
る
難
聴
は
認
知
症

に
も
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
高
額
の
補
聴
器
の

購
入
に
補
助
制
度
を

福
祉
保
健
課
長

　現
在
、
加
齢
に

よ
る
難
聴
の
方
の
実
数
も
実
態

も
把
握
し
て
い
な
い
。
助
成
が

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
と
い
う

観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か

町
長

　早
川
町
や
飯
富
病
院
の
関

係
者
、
病
院
議
会
と
も
協
議
し
、

必
要
と
さ
れ
る
医
療
提
供
体
制

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
防
災
無
線
の
放
送
で
勘
違
い

し
た
住
民
が
い
た
が
、
そ
の
対

策
は

交
通
防
災
課
長

　下
部
体
育
館
と

放
送
し
た
が
下
部
町
民
体
育
館

と
間
違
え
た
住
民
も
い
た
と
報

告
が
あ
っ
た
。
今
後
、
放
送
文

は
、
旧
下
部
中
学
校
体
育
館
に

変
更
す
る
。

問
　
避
難
所
に
行
っ
た
住
民
か
ら

台
風
の
情
報
が
な
く
不
安
だ
っ

た
と
聞
い
た
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
な
ど
が
あ
る
と
良
い
と
思
う

が
交
通
防
災
課
長

　避
難
所
を
開
設

し
た
職
員
か
ら
も
ラ
ジ
オ
等
の

問
　
再
編
が
必
要
な
県
内
７
病
院

の
中
に
飯
富
病
院
が
あ
り
、
飯

富
病
院
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
が

町
長

　こ
の
地
域
の
医
療
・
介
護

の
拠
点
と
し
て
重
大
な
役
割
を

果
た
し
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
だ
が
、
人
口
減
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

　

飯
富
病
院
の
存
続
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
が

こ
の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
課
題
も
あ
る

問答

一般質問

わたなべ　　ふみ  こ

防
災
・
減
災
対
策

加
齢
に
伴
う
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
補
助
制
度
を

主
任
児
童
委
員
が
６
人
か
ら

３
人
に
減
ら
さ
れ
た
理
由
は

飯富病院

主任児童委員とは
主任児童委員の活動は、児童委員活
動をより一層推進するため、次の活
動等を行う。
①子育て支援活動
②児童健全育成活動
③個別支援活動の分野で区域を担
　当する民生委員・児童委員と連携・
　協力して活動に取り組み子どもが
　安心して豊かに暮らせる地域作り
　を目指した活動
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田中　一泰 議員

が
高
ま
り
改
善
さ
れ
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
　
通
学
費
用
の
増
加
の
問
題
に

つ
い
て
、
１
億
円
ぐ
ら
い
で
納

め
ら
れ
る
と
聞
い
た
が
、
い
く

ら
を
想
定
し
て
い
る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
検
討
を
行
っ
て

お
り
、
現
時
点
で
は
根
拠
の
あ

る
額
を
答
え
が
で
き
る
段
階
で

は
な
い
。

問
　
身
延
高
校
の
中
高
一
貫
校
の

成
功
が
重
要
な
こ
と
で
あ
る
、

中
学
校
が
遠
の
く
こ
と
に
関
し

て
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か

学
校
教
育
課
長
　
県
教
委
に
対
し
、

身
延
高
校
、
身
延
中
学
校
・
南

部
中
学
校
へ
の
十
分
な
教
員
の

配
置
を
要
望
し
、
引
き
続
き
連

携
型
中
高
一
貫
教
育
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

施
す
る
予
定
。

 

問
　
安
全
性
の
確
認
判
断
は
ど

う
な
る
の
か

施
設
整
備
課
長
　
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
の
結
果
を
、
建
築
基
準
法
に

基
づ
い
た
文
部
科
学
省
、
中
学

校
施
設
整
備
指
針
に
従
っ
て
建

築
士
の
判
断
に
よ
り
確
認
す
る
。

問
　
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
身
延
町
の
予
想

震
度
は
７
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

安
全
の
確
保
の
計
画
は
ど
う
な

る
か

施
設
整
備
課
長
　
建
築
基
準
法
に

基
づ
い
た
中
学
校
施
設
整
備
指

針
に
従
い
地
震
対
策
を
講
じ
た

施
設
の
設
計
構
造
に
す
る
。

問
　
建
設
予
定
地
の
水
害
対
策
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

施
設
整
備
課
長
　
富
士
川
右
岸
の

護
岸
整
備
工
事
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
想
定
さ
れ
て
い
る
浸
水

に
よ
る
被
害
区
域
は
、
安
全
性

問
　
建
設
予
定
地
の
安
全
対
策
で

地
盤
の
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、

調
査
の
方
法
、
時
期
は

施
設
整
備
課
長
　
現
在
の
建
設
計

画
で
は
、
令
和
３
年
度
に
敷
地

造
成
工
事
、
４
〜
５
年
度
の
２

カ
年
で
校
舎
、
体
育
館
な
ど
の

建
設
工
事
、
そ
の
前
に
２
年
度

に
お
い
て
地
質
・
土
質
調
査
の

た
め
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実

問
　
身
延
中
学
建
設
の
用
地
取
得

の
予
定
面
積
は

施
設
整
備
課
長
　
合
計
は
１
万
９

０
４
５
㎡
で
、
下
山
小
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
全
体
と
同
等
規
模
の

広
さ
で
、
そ
の
中
に
校
舎
、
体

育
館
、
武
道
場
、
給
食
セ
ン
タ

ー
を
配
置
す
る
予
定
。

問
　
用
地
取
得
の
全
体
予
算
は

施
設
整
備
課
長

　不
動
産
鑑
定
に

よ
る
用
地
補
償
費
と
物
件
建
物

補
償
費
、
電
柱
等
の
移
転
補
償

費
合
計
で
１
億
５
千
万
円
の
見

込
み
。

　

身
延
中
学
校
建
設
予
定
地
の
安
全
対
策
調
査
は

令
和
２
年
度
に
地
質
・
土
質
調
査
を
実
施
す
る

問答

一般質問

た  なか         かずやす

通
学
費
用

中学校建設予定地
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問
　
児
童
数
は
減
少
し
て
い
る
が
、

※

主
任
児
童
委
員
の
役
割
は
大

き
く
重
要
に
な
っ
て
い
る
中
で

み
な
さ
ん
困
難
事
例
を
か
か
え

て
が
ん
ば
っ
て
い
る
。
今
回
の

全
国
一
斉
改
選
で
６
人
が
３
人

に
減
ら
さ
れ
た
理
由
は

福
祉
保
健
課
長

　県
か
ら
の
要
請

に
応
え
、
総
合
的
な
判
断
の
も

と
に
主
任
児
童
委
員
を
６
人
か

ら
３
人
に
変
更
し
た
。

要
望
が
あ
り
、
配
備
を
し
て
い

き
た
い
。
テ
レ
ビ
も
今
後
、
検

討
し
た
い
。

問
　
将
来
的
に
ペ
ッ
ト
が
一
緒
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が

交
通
防
災
課
長

　今
後
、
関
係
部

署
等
と
も
協
議
す
る
中
で
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
　
加
齢
に
よ
る
難
聴
は
認
知
症

に
も
つ
な
が
り
や
す
い
と
言
わ

れ
て
い
る
。
高
額
の
補
聴
器
の

購
入
に
補
助
制
度
を

福
祉
保
健
課
長

　現
在
、
加
齢
に

よ
る
難
聴
の
方
の
実
数
も
実
態

も
把
握
し
て
い
な
い
。
助
成
が

本
当
に
必
要
か
ど
う
か
と
い
う

観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

問
　
今
後
、
ど
う
対
応
し
て
い
く

の
か

町
長

　早
川
町
や
飯
富
病
院
の
関

係
者
、
病
院
議
会
と
も
協
議
し
、

必
要
と
さ
れ
る
医
療
提
供
体
制

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
防
災
無
線
の
放
送
で
勘
違
い

し
た
住
民
が
い
た
が
、
そ
の
対

策
は

交
通
防
災
課
長

　下
部
体
育
館
と

放
送
し
た
が
下
部
町
民
体
育
館

と
間
違
え
た
住
民
も
い
た
と
報

告
が
あ
っ
た
。
今
後
、
放
送
文

は
、
旧
下
部
中
学
校
体
育
館
に

変
更
す
る
。

問
　
避
難
所
に
行
っ
た
住
民
か
ら

台
風
の
情
報
が
な
く
不
安
だ
っ

た
と
聞
い
た
。
ラ
ジ
オ
や
テ
レ

ビ
な
ど
が
あ
る
と
良
い
と
思
う

が
交
通
防
災
課
長

　避
難
所
を
開
設

し
た
職
員
か
ら
も
ラ
ジ
オ
等
の

問
　
再
編
が
必
要
な
県
内
７
病
院

の
中
に
飯
富
病
院
が
あ
り
、
飯

富
病
院
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
と
不
安
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
る
が

町
長

　こ
の
地
域
の
医
療
・
介
護

の
拠
点
と
し
て
重
大
な
役
割
を

果
た
し
、
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
だ
が
、
人
口
減
な

ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

　

飯
富
病
院
の
存
続
を
心
配
す
る
声
が
あ
る
が

こ
の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
が
課
題
も
あ
る

問答

一般質問

わたなべ　　ふみ  こ

防
災
・
減
災
対
策

加
齢
に
伴
う
難
聴
者
の

補
聴
器
購
入
に
補
助
制
度
を

主
任
児
童
委
員
が
６
人
か
ら

３
人
に
減
ら
さ
れ
た
理
由
は

飯富病院

主任児童委員とは
主任児童委員の活動は、児童委員活
動をより一層推進するため、次の活
動等を行う。
①子育て支援活動
②児童健全育成活動
③個別支援活動の分野で区域を担
　当する民生委員・児童委員と連携・
　協力して活動に取り組み子どもが
　安心して豊かに暮らせる地域作り
　を目指した活動
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▼
議
案
第
77
号

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
の
設
置

に
関
す
る
協
議

　
環
境
上
下
水
道
課
関
係

問

　ご
み
処
理
施
設
候
補
地
の
選

定
の
経
緯
と
負
担
割
合
の
根
拠

は
答

　ご
み
処
理
施
設
候
補
地
は
10

月
30
日
開
催
の
、
第
11
回
峡

北
・
中
巨
摩
・
峡
南
地
域
ご
み

処
理
広
域
化
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
各
市
町
の
首
長
に
よ
り

決
定
さ
れ
た
。
負
担
割
合
は
、

平
成
30
年
７
月
26
日
開
催
の
、

第
２
回
ご
み
処
理
広
域
化
推
進

協
議
会
で
協
議
さ
れ
、
一
部
事

務
組
合
の
規
約
に
よ
り
、
現
在

開
催
の
定
例
会
へ
上
程
、
協
議

を
お
願
い
す
る
。

問

　候
補
地
の
中
央
市
浅
利
地
区

は
浸
水
想
定
区
域
だ
が
、
有
事

の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

答

　施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

各
種
調
査
を
進
め
、
適
正
な
工

法
等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
生
涯
学
習
課
関
係

問

　現
在
、
総
合
文
化
会
館
の
駐

車
場
が
時
間
外
は
閉
め
切
り
と

な
っ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
等

を
設
置
し
た
う
え
で
利
用
で
き

な
い
か

答

　今
年
度
、
国
道
側
の
駐
車
場

の
舗
装
工
事
を
実
施
し
た
。
今

回
施
錠
に
至
っ
た
の
は
、
ダ
ン

プ
等
の
大
型
車
両
の
進
入
や
深

夜
の
駐
車
場
内
で
の
暴
走
等
に

よ
り
、
劣
化
が
早
ま
る
原
因
に

も
な
り
、
適
正
管
理
の
た
め
時

間
外
は
閉
め
切
り
に
す
る
と
い

う
結
論
に
な
っ
た
。

問

　勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
管
理
費

の
電
気
設
備
変
更
業
務
に
伴
う

工
事
負
担
金
の
変
更
内
容
は

答

　昨
年
の
台
風
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
照
明
塔
を
撤
去
し
た
。
そ
れ

に
伴
っ
て
契
約
を
高
圧
か
ら
低

圧
に
変
更
す
る
工
事
を
発
注
し

た
。
本
線
か
ら
施
設
に
至
る
ま

で
の
間
に
必
要
な
電
線
を
引
く

工
事
負
担
金
を
支
払
う
必
要
が

生
じ
た
た
め
。

▼
議
案
第
78
号

峡
南
地
域
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

共
同
設
置

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　セ
ン
タ
ー
に
通
え
な
い
不
登

校
児
童
生
徒
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
体
制
は

答

　各
学
校
の
管
理
職
も
含
め
た

教
師
が
、
家
庭
訪
問
を
し
な
が

ら
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
に
努
め
て

い
る
。

▼
議
案
第
79
号

峡
南
地
区
こ
と
ば
の
教
室
共
同
設

置
協
議
会
規
約
変
更

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　町
内
か
ら
通
っ
て
い
る
児
童

生
徒
は
、
何
人
か

答

　昨
年
度
の
実
績
と
し
て
、
９

人
の
児
童
が
通
級
し
た
。

問

　対
象
と
な
る
児
童
生
徒
は
、

学
校
で
は
な
く
、
こ
と
ば
の
教

室
に
通
う
の
か

答

　通
級
頻
度
は
隔
週
や
月
１
日

程
度
で
、
家
庭
で
の
指
導
方
法

等
も
教
わ
る
た
め
、
保
護
者
と

児
童
生
徒
が
一
緒
に
通
う
。

▼
議
案
第
81
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算　
町
民
課
関
係

問

　国
保
税
全
体
の
収
納
見
込
額

が
減
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
介
護
納
付
金
分
だ
け
を
減
額

と
す
る
の
か

答

　今
年
度
の
保
険
料
の
算
定
の

結
果
、
対
象
者
の
減
に
よ
り
、

賦
課
さ
れ
る
金
額
が
当
初
予
算

よ
り
減
額
さ
れ
た
た
め
。

▼
議
案
第
82
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　保
険
料
が
減
額
と
な
っ
た
理

由
は

答

　補
助
金
交
付
申
請
後
、
上
限

額
引
き
上
げ
の
決
定
を
受
け
た

た
め
、
事
業
費
す
べ
て
が
補
助

対
象
と
な
り
、
国
等
負
担
分
が

増
え
、
介
護
保
険
料
負
担
分
が

減
額
と
な
っ
た
た
め
減
額
補
正

し
た
。

▼
議
案
第
83
号

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　介
護
予
防
支
援
業
務
と
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

の
そ
れ
ぞ
れ
の
委
託
利
用
見
込

み
件
数
は

答

　介
護
予
防
支
援
業
務
は
、
新

規
２
件
、
継
続
60
件
を
見
込
み
、

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
は
、
新
規
５
件
、
継
続
45

件
を
見
込
ん
で
い
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

　芦
澤
健
拓

ごみ処理施設候補予定地
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問

　条
例
に
な
い
機
関
を
入
れ
た

と
い
う
こ
と
か

答

　附
属
機
関
の
扱
い
が
地
方
公

共
団
体
に
よ
り
異
な
る
。
条
例

で
定
め
て
厳
格
化
す
る
の
が
、

今
回
の
制
定
理
由
。

▼
議
案
第
73
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例

　
総
務
課
関
係

問

　第
２
条
第
４
項
の
「
３
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
」
を
、「
法

第
22
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に

基
づ
き
任
命
権
者
が
定
め
る
任

期
の
範
囲
」
と
す
る
と
あ
る
が
、

こ
の
範
囲
は

答

　正
規
職
員
は
３
年
ま
で
認
め

ら
れ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

任
用
が
１
年
と
な
り
、
３
年
は

認
め
ら
れ
な
い
。
任
命
権
者
が

任
用
す
る
期
間
ま
で
と
な
る
。

▼
議
案
第
74
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正　
税
務
課
関
係

問

　今
回
の
条
例
改
正
の
概
要
は

答

　全
９
期
の
納
期
毎
の
金
額
を

平
準
化
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
議
案
第
72
号

付
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定

　
総
務
課
関
係

問

　会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す

る
運
用
が
厳
格
化
さ
れ
る
が
、

附
属
機
関
設
置
条
例
は
全
く
別

な
も
の
か

答

　特
別
職
の
非
常
勤
職
員
の
任

用
が
厳
格
化
さ
れ
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
。

問

　附
属
機
関
に
町
長
部
局
で
は

「
い
じ
め
に
関
す
る
重
大
事
態

特
別
調
査
委
員
会
」
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
部
局
で
は
「
い
じ

め
防
止
対
策
委
員
会
」
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
違
う

の
か

答

　い
じ
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

最
初
に
学
校
が
対
応
し
、
学
校

で
対
応
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

「
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
」

で
対
応
。
保
護
者
が
納
得
し
な

い
場
合
は
、
「
い
じ
め
に
関
す

る
重
大
事
態
特
別
調
査
委
員

会
」
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

▼
議
案
第
76
号

新
町
建
設
計
画
の
変
更

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　新
町
建
設
計
画
は
延
長
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の

根
拠
法
令
は

答

　東
日
本
大
震
災
等
に
伴
う
合

併
市
町
村
に
係
る
地
方
債
の
特

例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
計

画
期
間
を
延
長
す
る
た
め
、
旧

合
併
特
例
法
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
が
必
要
と
な
る
。
計
画
の

期
間
を
５
年
間
延
長
す
る
こ
と

で
、
合
併
特
例
債
の
発
行
を
５

年
間
延
長
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

▼
議
案
第
80
号

一
般
会
計
補
正
予
算

　
財
政
課
関
係

問

　消
防
車
両
・
消
防
ポ
ン
プ
整

備
事
業
の
歳
入
で
地
方
債
を
振

替
え
て
い
る
が
、
ど
の
時
点
で

も
で
き
る
の
か

答

　地
方
債
は
当
初
予
算
に
計
上

し
、
そ
の
後
、
国
と
県
に
よ
り

適
債
性
の
判
断
を
受
け
る
。
今

回
の
消
防
車
両
・
消
防
ポ
ン
プ

整
備
事
業
は
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
と

な
り
、
過
疎
対
策
債
等
か
ら
振

替
え
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
財
政
課
関
係

問

　教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

の
計
上
は
、
な
ぜ
今
な
の
か

答

　９
月
定
例
会
で
決
算
、
繰
越

額
の
承
認
が
さ
れ
、
ま
た
、
令

和
元
年
度
の
普
通
交
付
税
が
確

定
し
、
今
年
度
の
３
月
ま
で
の

予
算
執
行
を
想
定
し
た
中
で
、

一
般
財
源
が
確
保
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
２
億
円
を
基
金
へ
積

立
が
可
能
と
試
算
し
、
今
回
、

元
金
の
積
立
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

　
観
光
課
関
係

問

　本
栖
湖
公
衆
ト
イ
レ
は
、
冬

季
に
出
入
り
口
が
凍
結
し
危
険

で
あ
る
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
対
策
も
含
ま
れ
て

い
る
の
か

答

　今
回
の
修
繕
で
雨
樋
を
設
置

す
る
の
で
、
軒
先
か
ら
水
が
落

ち
る
の
を
防
ぐ
事
が
で
き
、
凍

結
防
止
に
効
果
が
あ
る
。

問

　下
部
温
泉
早
川
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
降
り
て
、
下
部
方
面

に
向
か
う
ト
ン
ネ
ル
の
箇
所
に

下
部
温
泉
郷
を
案
内
す
る
看
板

が
な
い
。
今
後
、
設
置
予
定
は

答

　現
在
、
地
元
観
光
協
会
か
ら

も
要
望
を
受
け
、
設
置
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長

　野
島
俊
博

※議案第80号の審議は教育厚生常任委員会との連合で実施した。
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▼
議
案
第
77
号

山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合
の
設
置

に
関
す
る
協
議

　
環
境
上
下
水
道
課
関
係

問

　ご
み
処
理
施
設
候
補
地
の
選

定
の
経
緯
と
負
担
割
合
の
根
拠

は
答

　ご
み
処
理
施
設
候
補
地
は
10

月
30
日
開
催
の
、
第
11
回
峡

北
・
中
巨
摩
・
峡
南
地
域
ご
み

処
理
広
域
化
推
進
協
議
会
に
お

い
て
、
各
市
町
の
首
長
に
よ
り

決
定
さ
れ
た
。
負
担
割
合
は
、

平
成
30
年
７
月
26
日
開
催
の
、

第
２
回
ご
み
処
理
広
域
化
推
進

協
議
会
で
協
議
さ
れ
、
一
部
事

務
組
合
の
規
約
に
よ
り
、
現
在

開
催
の
定
例
会
へ
上
程
、
協
議

を
お
願
い
す
る
。

問

　候
補
地
の
中
央
市
浅
利
地
区

は
浸
水
想
定
区
域
だ
が
、
有
事

の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か

答

　施
設
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

各
種
調
査
を
進
め
、
適
正
な
工

法
等
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
生
涯
学
習
課
関
係

問

　現
在
、
総
合
文
化
会
館
の
駐

車
場
が
時
間
外
は
閉
め
切
り
と

な
っ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
等

を
設
置
し
た
う
え
で
利
用
で
き

な
い
か

答

　今
年
度
、
国
道
側
の
駐
車
場

の
舗
装
工
事
を
実
施
し
た
。
今

回
施
錠
に
至
っ
た
の
は
、
ダ
ン

プ
等
の
大
型
車
両
の
進
入
や
深

夜
の
駐
車
場
内
で
の
暴
走
等
に

よ
り
、
劣
化
が
早
ま
る
原
因
に

も
な
り
、
適
正
管
理
の
た
め
時

間
外
は
閉
め
切
り
に
す
る
と
い

う
結
論
に
な
っ
た
。

問

　勤
労
青
年
セ
ン
タ
ー
管
理
費

の
電
気
設
備
変
更
業
務
に
伴
う

工
事
負
担
金
の
変
更
内
容
は

答

　昨
年
の
台
風
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
照
明
塔
を
撤
去
し
た
。
そ
れ

に
伴
っ
て
契
約
を
高
圧
か
ら
低

圧
に
変
更
す
る
工
事
を
発
注
し

た
。
本
線
か
ら
施
設
に
至
る
ま

で
の
間
に
必
要
な
電
線
を
引
く

工
事
負
担
金
を
支
払
う
必
要
が

生
じ
た
た
め
。

▼
議
案
第
78
号

峡
南
地
域
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の

共
同
設
置

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　セ
ン
タ
ー
に
通
え
な
い
不
登

校
児
童
生
徒
に
対
す
る
町
の
取

り
組
み
体
制
は

答

　各
学
校
の
管
理
職
も
含
め
た

教
師
が
、
家
庭
訪
問
を
し
な
が

ら
セ
ン
タ
ー
の
紹
介
に
努
め
て

い
る
。

▼
議
案
第
79
号

峡
南
地
区
こ
と
ば
の
教
室
共
同
設

置
協
議
会
規
約
変
更

　
学
校
教
育
課
関
係

問

　町
内
か
ら
通
っ
て
い
る
児
童

生
徒
は
、
何
人
か

答

　昨
年
度
の
実
績
と
し
て
、
９

人
の
児
童
が
通
級
し
た
。

問

　対
象
と
な
る
児
童
生
徒
は
、

学
校
で
は
な
く
、
こ
と
ば
の
教

室
に
通
う
の
か

答

　通
級
頻
度
は
隔
週
や
月
１
日

程
度
で
、
家
庭
で
の
指
導
方
法

等
も
教
わ
る
た
め
、
保
護
者
と

児
童
生
徒
が
一
緒
に
通
う
。

▼
議
案
第
81
号

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算　
町
民
課
関
係

問

　国
保
税
全
体
の
収
納
見
込
額

が
減
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
介
護
納
付
金
分
だ
け
を
減
額

と
す
る
の
か

答

　今
年
度
の
保
険
料
の
算
定
の

結
果
、
対
象
者
の
減
に
よ
り
、

賦
課
さ
れ
る
金
額
が
当
初
予
算

よ
り
減
額
さ
れ
た
た
め
。

▼
議
案
第
82
号

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　保
険
料
が
減
額
と
な
っ
た
理

由
は

答

　補
助
金
交
付
申
請
後
、
上
限

額
引
き
上
げ
の
決
定
を
受
け
た

た
め
、
事
業
費
す
べ
て
が
補
助

対
象
と
な
り
、
国
等
負
担
分
が

増
え
、
介
護
保
険
料
負
担
分
が

減
額
と
な
っ
た
た
め
減
額
補
正

し
た
。

▼
議
案
第
83
号

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算

　
福
祉
保
健
課
関
係

問

　介
護
予
防
支
援
業
務
と
介
護

予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

の
そ
れ
ぞ
れ
の
委
託
利
用
見
込

み
件
数
は

答

　介
護
予
防
支
援
業
務
は
、
新

規
２
件
、
継
続
60
件
を
見
込
み
、

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業
務
は
、
新
規
５
件
、
継
続
45

件
を
見
込
ん
で
い
る
。

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

　芦
澤
健
拓

ごみ処理施設候補予定地
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問

　条
例
に
な
い
機
関
を
入
れ
た

と
い
う
こ
と
か

答

　附
属
機
関
の
扱
い
が
地
方
公

共
団
体
に
よ
り
異
な
る
。
条
例

で
定
め
て
厳
格
化
す
る
の
が
、

今
回
の
制
定
理
由
。

▼
議
案
第
73
号

地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行

に
伴
う
関
係
条
例

　
総
務
課
関
係

問

　第
２
条
第
４
項
の
「
３
年
を

超
え
な
い
範
囲
内
」
を
、「
法

第
22
条
の
２
第
２
項
の
規
定
に

基
づ
き
任
命
権
者
が
定
め
る
任

期
の
範
囲
」
と
す
る
と
あ
る
が
、

こ
の
範
囲
は

答

　正
規
職
員
は
３
年
ま
で
認
め

ら
れ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、

任
用
が
１
年
と
な
り
、
３
年
は

認
め
ら
れ
な
い
。
任
命
権
者
が

任
用
す
る
期
間
ま
で
と
な
る
。

▼
議
案
第
74
号

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改

正　
税
務
課
関
係

問

　今
回
の
条
例
改
正
の
概
要
は

答

　全
９
期
の
納
期
毎
の
金
額
を

平
準
化
す
る
た
め
の
も
の
。

▼
議
案
第
72
号

付
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定

　
総
務
課
関
係

問

　会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す

る
運
用
が
厳
格
化
さ
れ
る
が
、

附
属
機
関
設
置
条
例
は
全
く
別

な
も
の
か

答

　特
別
職
の
非
常
勤
職
員
の
任

用
が
厳
格
化
さ
れ
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
。

問

　附
属
機
関
に
町
長
部
局
で
は

「
い
じ
め
に
関
す
る
重
大
事
態

特
別
調
査
委
員
会
」
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
部
局
で
は
「
い
じ

め
防
止
対
策
委
員
会
」
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
ど
の
よ
う
に
違
う

の
か

答

　い
じ
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

最
初
に
学
校
が
対
応
し
、
学
校

で
対
応
で
き
な
か
っ
た
場
合
に

「
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
」

で
対
応
。
保
護
者
が
納
得
し
な

い
場
合
は
、
「
い
じ
め
に
関
す

る
重
大
事
態
特
別
調
査
委
員

会
」
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

▼
議
案
第
76
号

新
町
建
設
計
画
の
変
更

　
企
画
政
策
課
関
係

問

　新
町
建
設
計
画
は
延
長
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
そ
の

根
拠
法
令
は

答

　東
日
本
大
震
災
等
に
伴
う
合

併
市
町
村
に
係
る
地
方
債
の
特

例
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
計

画
期
間
を
延
長
す
る
た
め
、
旧

合
併
特
例
法
に
基
づ
き
議
会
の

議
決
が
必
要
と
な
る
。
計
画
の

期
間
を
５
年
間
延
長
す
る
こ
と

で
、
合
併
特
例
債
の
発
行
を
５

年
間
延
長
さ
せ
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

▼
議
案
第
80
号

一
般
会
計
補
正
予
算

　
財
政
課
関
係

問

　消
防
車
両
・
消
防
ポ
ン
プ
整

備
事
業
の
歳
入
で
地
方
債
を
振

替
え
て
い
る
が
、
ど
の
時
点
で

も
で
き
る
の
か

答

　地
方
債
は
当
初
予
算
に
計
上

し
、
そ
の
後
、
国
と
県
に
よ
り

適
債
性
の
判
断
を
受
け
る
。
今

回
の
消
防
車
両
・
消
防
ポ
ン
プ

整
備
事
業
は
、
緊
急
防
災
・
減

災
事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
と

な
り
、
過
疎
対
策
債
等
か
ら
振

替
え
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　
財
政
課
関
係

問

　教
育
施
設
整
備
基
金
積
立
金

の
計
上
は
、
な
ぜ
今
な
の
か

答

　９
月
定
例
会
で
決
算
、
繰
越

額
の
承
認
が
さ
れ
、
ま
た
、
令

和
元
年
度
の
普
通
交
付
税
が
確

定
し
、
今
年
度
の
３
月
ま
で
の

予
算
執
行
を
想
定
し
た
中
で
、

一
般
財
源
が
確
保
で
き
た
こ
と

に
よ
り
、
２
億
円
を
基
金
へ
積

立
が
可
能
と
試
算
し
、
今
回
、

元
金
の
積
立
を
行
う
こ
と
と
し

た
。

　
観
光
課
関
係

問

　本
栖
湖
公
衆
ト
イ
レ
は
、
冬

季
に
出
入
り
口
が
凍
結
し
危
険

で
あ
る
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
が
、
そ
の
対
策
も
含
ま
れ
て

い
る
の
か

答

　今
回
の
修
繕
で
雨
樋
を
設
置

す
る
の
で
、
軒
先
か
ら
水
が
落

ち
る
の
を
防
ぐ
事
が
で
き
、
凍

結
防
止
に
効
果
が
あ
る
。

問

　下
部
温
泉
早
川
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
を
降
り
て
、
下
部
方
面

に
向
か
う
ト
ン
ネ
ル
の
箇
所
に

下
部
温
泉
郷
を
案
内
す
る
看
板

が
な
い
。
今
後
、
設
置
予
定
は

答

　現
在
、
地
元
観
光
協
会
か
ら

も
要
望
を
受
け
、
設
置
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

委
員
長

　野
島
俊
博

※議案第80号の審議は教育厚生常任委員会との連合で実施した。
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出席議員全員賛成にて可決・同意・採択されたもの
・議案第72号　身延町附属機関設置条例の制定について
・議案第73号　地方公務員法及び地方自治の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例について
・議案第74号　身延町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
・議案第75号　身延町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例及び身延町特
　　　　　　　定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例の一部を改正する条例に
　　　　　　　ついて
・議案第76号　新町建設計画の変更について
・議案第78号　峡南地域教育支援センターの共同設置について
・議案第79号　峡南地区ことばの教室共同設置協議会規約の変更について
・議案第81号　令和元年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
・議案第82号　令和元年度身延町介護保険特別会計補正予算（第３号）
・議案第83号　令和元年度身延町介護サービス事業特別会計補正予算（第１号）
・議案第84号　令和元年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）
・議案第85号　令和元年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第１号）
・議案第86号　令和元年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第２号）
・諮問第 2号　人権擁護委員候補者の推選につき意見を求めることについて（日向南沢　樋川すみ子氏　再任）
・諮問第 3号　人権擁護委員候補者の推選につき意見を求めることについて（帯金　松野拡氏　新任）
○追加案件
・議案第87号　身延町職員給与条例の一部を改正する条例について
・議案第88号　身延町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について
・議案第89号　令和元年度身延町一般会計補正予算（第６号）
・議案第90号　令和元年度身延町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）
・議案第91号　令和元年度身延町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
・議案第92号　令和元年度身延町介護保険特別会計補正予算（第４号）
・議案第93号　令和元年度身延町簡易水道事業特別会計補正予算（第４号）
・議案第94号　令和元年度身延町農業集落排水事業等特別会計補正予算（第２号）
・議案第95号　令和元年度身延町下水道事業特別会計補正予算（第３号）
令和元年臨時会
第２回（8月5日）
・議案第59号　令和元年度身延町一般会計補正予算（第２号）
・議案第60号　財産の取得について
第３回（11月6日）
・議案第71号　令和元年度身延町一般会計補正予算（第４号）

伊
藤
雄
波

伊
藤
達
美

望
月
悟
良

赤
池
　
朗

上
田
孝
二

田
中
一
泰

野
島
俊
博

河
井
　
淳

芦
澤
健
拓

福
與
三
郎

渡
辺
文
子

川
口
福
三

広
島
法
明

柿
島
良
行

●その他
議案第77号

●補正予算
議案第80号 令和元年度身延町一般会計補正予算（第５号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○

○山梨西部広域環境組合の設置に関する協議につ
いて ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○

議案に対する賛否
（賛成：○・反対：×・棄権：△・欠席：欠）

●
議
長
は
参
加
し
な
い
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計
画
を
進
め
て
よ
い
の
か
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
計
画
の
ま
ま
進

め
る
こ
と
に
反
対
。

賛
成

　上
田
孝
二
議
員

　
令
和
元
年
10
月
30
日
に
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
、
11
市
町
の
首
長
会
議

協
議
に
お
い
て
中
央
市
浅
利
地

区
に
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
、

一
部
事
務
組
合
に
よ
る
運
営
管

理
を
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

た
議
案
。

 

こ
の
目
的
は
市
町
村
等
に
お

け
る
効
率
的
な
ご
み
処
理
を
広

域
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
、
環

境
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
リ

サ
イ
ク
ル
等
の
推
進
、
最
終
処

分
量
の
削
減
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
公
共
コ
ス
ト

の
削
減
で
あ
る
。

 

計
画
で
は
環
境
影
響
調
査
に

５
年
の
歳
月
を
設
け
、
造
成
工

事
、
建
設
に
向
け
て
、
令
和
13

年
４
月
１
日
に
供
用
開
始
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、

河
川
の
氾
濫
等
の
問
題
も
あ
る

と
思
う
が
、
現
在
、
県
で
進
め

ら
れ
て
い
る
山
梨
県
国
土
強
靭

化
計
画
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る

か
と
思
い
、
賛
成
。

反
対

　渡
辺
文
子
議
員

　
大
地
震
や
大
型
台
風
の
危
険

が
高
ま
る
中
、
ご
み
処
理
施
設

を
県
西
部
地
域
で
１
カ
所
に
集

約
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
。

 

災
害
時
に
は
リ
ス
ク
分
散
の

観
点
か
ら
も
集
約
化
を
見
直
す

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

 

建
設
予
定
地
に
決
定
し
た
中

央
市
浅
利
地
区
は
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
想
定
浸

水
が
５
ｍ
か
ら
10
ｍ
と
さ
れ
、

浸
水
が
72
時
間
以
上
続
く
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
洪
水
に
な
っ

た
場
合
に
施
設
へ
の
搬
入
が
行

わ
れ
る
対
策
は
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

 

関
係
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担

金
を
払
っ
て
建
設
す
る
重
要
施

設
が
、
そ
う
し
た
対
策
が
不
明

瞭
な
ま
ま
計
画
を
進
め
て
い
い

の
か
。

 

建
設
予
定
地
に
隣
接
す
る
市

川
三
郷
町
の
住
民
か
ら
反
対
の

声
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

近
隣
住
民
の
反
対
が
あ
る
ま
ま

芦
澤
健
拓
議
員
　
農
林
水
産
業
施

設
災
害
復
旧
費
で
　
西
嶋
地
区

の
鳥
獣
害
防
止
柵
と
三
石
山
の

復
旧
工
事
と
合
わ
せ
て
４
５
３

５
万
５
千
円
だ
が
、
西
嶋
地
区

の
鳥
獣
害
防
止
柵
の
延
長
は
何

ｍ
か
、
ま
た
災
害
の
内
容
は

建
設
課
長
　
西
嶋
西
町
地
区
の
初

沢
川
の
南
面
が
土
砂
崩
落
し
、

既
設
の
鳥
獣
害
防
止
柵
が
延
長

70
ｍ
に
わ
た
り
被
災
、
こ
の
復

旧
工
事
に
工
事
金
額
２
０
０
万

円
。

　
　
林
道
三
石
山
線
１
号
箇
所
、

大
垈
集
落
の
近
く
の
延
長
39
ｍ
、

既
設
の
モ
ル
タ
ル
吹
付
を
施
し

た
法
面
が
崩
落
し
た
復
旧
申
請

金
額
が
７
４
８
万
４
千
円
。

　
　
２
号
箇
所
は
三
石
山
林
道
の
、

南
部
町
と
の
境
で
延
長
45
ｍ
、

モ
ル
タ
ル
吹
付
を
施
し
た
法
面

が
大
規
模
に
崩
落
、
そ
の
復
旧

金
額
が
３
５
８
７
万
１
千
円
。

▼
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

の
設
置
に
関
す
る
協
議

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

議
案
第
89
号

議
案
第
77
号

議
案
第
80
号

本
会
議

◎
質
疑

◎
討
論

賛
成

　川
口
福
三
議
員

　
現
在
あ
る
峡
南
衛
生
組
合
も

平
成
５
年
９
月
の
時
点
で
、
近

隣
集
落
と
の
間
で
30
年
後
に
は

他
所
へ
移
転
す
る
と
い
う
覚
書

が
あ
る
。

　
ま
た
、
県
の
計
画
に
お
い
て

も
県
下
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
集
約
化
を
計
画
し
て
お
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
山
梨

西
部
広
域
環
境
組
合
と
し
て
設

立
し
、
１
カ
所
へ
集
約
し
て
運

営
す
る
と
、
経
済
面
、
施
設
面

を
考
え
、
賛
成
。

反
対

　渡
辺
文
子
議
員

　
清
掃
費
の
負
担
金
47
万
円
は

議
案
第
77
号
の
た
め
の
負
担
金

な
の
で
反
対
。

賛
成

　上
田
孝
二
議
員

　
こ
の
負
担
金
は
11
市
町
間
の

決
定
事
項
な
の
で
賛
成
。
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計
画
を
進
め
て
よ
い
の
か
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
現
在
の
計
画
の
ま
ま
進

め
る
こ
と
に
反
対
。

賛
成

　上
田
孝
二
議
員

　
令
和
元
年
10
月
30
日
に
Ａ
ブ

ロ
ッ
ク
、
11
市
町
の
首
長
会
議

協
議
に
お
い
て
中
央
市
浅
利
地

区
に
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
、

一
部
事
務
組
合
に
よ
る
運
営
管

理
を
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

た
議
案
。

 

こ
の
目
的
は
市
町
村
等
に
お

け
る
効
率
的
な
ご
み
処
理
を
広

域
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と
、
環

境
型
社
会
の
形
成
に
向
け
た
リ

サ
イ
ク
ル
等
の
推
進
、
最
終
処

分
量
の
削
減
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ

ッ
ト
を
生
か
し
た
公
共
コ
ス
ト

の
削
減
で
あ
る
。

 

計
画
で
は
環
境
影
響
調
査
に

５
年
の
歳
月
を
設
け
、
造
成
工

事
、
建
設
に
向
け
て
、
令
和
13

年
４
月
１
日
に
供
用
開
始
す
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、

河
川
の
氾
濫
等
の
問
題
も
あ
る

と
思
う
が
、
現
在
、
県
で
進
め

ら
れ
て
い
る
山
梨
県
国
土
強
靭

化
計
画
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る

か
と
思
い
、
賛
成
。

反
対

　渡
辺
文
子
議
員

　
大
地
震
や
大
型
台
風
の
危
険

が
高
ま
る
中
、
ご
み
処
理
施
設

を
県
西
部
地
域
で
１
カ
所
に
集

約
す
る
こ
と
が
適
切
な
の
か
。

 

災
害
時
に
は
リ
ス
ク
分
散
の

観
点
か
ら
も
集
約
化
を
見
直
す

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

 

建
設
予
定
地
に
決
定
し
た
中

央
市
浅
利
地
区
は
、
洪
水
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
る
と
想
定
浸

水
が
５
ｍ
か
ら
10
ｍ
と
さ
れ
、

浸
水
が
72
時
間
以
上
続
く
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
洪
水
に
な
っ

た
場
合
に
施
設
へ
の
搬
入
が
行

わ
れ
る
対
策
は
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

 

関
係
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
負
担

金
を
払
っ
て
建
設
す
る
重
要
施

設
が
、
そ
う
し
た
対
策
が
不
明

瞭
な
ま
ま
計
画
を
進
め
て
い
い

の
か
。

 

建
設
予
定
地
に
隣
接
す
る
市

川
三
郷
町
の
住
民
か
ら
反
対
の

声
が
多
い
と
聞
い
て
い
る
が
、

近
隣
住
民
の
反
対
が
あ
る
ま
ま

芦
澤
健
拓
議
員
　
農
林
水
産
業
施

設
災
害
復
旧
費
で
　
西
嶋
地
区

の
鳥
獣
害
防
止
柵
と
三
石
山
の

復
旧
工
事
と
合
わ
せ
て
４
５
３

５
万
５
千
円
だ
が
、
西
嶋
地
区

の
鳥
獣
害
防
止
柵
の
延
長
は
何

ｍ
か
、
ま
た
災
害
の
内
容
は

建
設
課
長
　
西
嶋
西
町
地
区
の
初

沢
川
の
南
面
が
土
砂
崩
落
し
、

既
設
の
鳥
獣
害
防
止
柵
が
延
長

70
ｍ
に
わ
た
り
被
災
、
こ
の
復

旧
工
事
に
工
事
金
額
２
０
０
万

円
。

　
　
林
道
三
石
山
線
１
号
箇
所
、

大
垈
集
落
の
近
く
の
延
長
39
ｍ
、

既
設
の
モ
ル
タ
ル
吹
付
を
施
し

た
法
面
が
崩
落
し
た
復
旧
申
請

金
額
が
７
４
８
万
４
千
円
。

　
　
２
号
箇
所
は
三
石
山
林
道
の
、

南
部
町
と
の
境
で
延
長
45
ｍ
、

モ
ル
タ
ル
吹
付
を
施
し
た
法
面

が
大
規
模
に
崩
落
、
そ
の
復
旧

金
額
が
３
５
８
７
万
１
千
円
。

▼
山
梨
西
部
広
域
環
境
組
合

の
設
置
に
関
す
る
協
議

▼
令
和
元
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算

議
案
第
89
号

議
案
第
77
号

議
案
第
80
号

本
会
議

◎
質
疑

◎
討
論

賛
成

　川
口
福
三
議
員

　
現
在
あ
る
峡
南
衛
生
組
合
も

平
成
５
年
９
月
の
時
点
で
、
近

隣
集
落
と
の
間
で
30
年
後
に
は

他
所
へ
移
転
す
る
と
い
う
覚
書

が
あ
る
。

　
ま
た
、
県
の
計
画
に
お
い
て

も
県
下
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け

て
集
約
化
を
計
画
し
て
お
り
、

こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
、
山
梨

西
部
広
域
環
境
組
合
と
し
て
設

立
し
、
１
カ
所
へ
集
約
し
て
運

営
す
る
と
、
経
済
面
、
施
設
面

を
考
え
、
賛
成
。

反
対

　渡
辺
文
子
議
員

　
清
掃
費
の
負
担
金
47
万
円
は

議
案
第
77
号
の
た
め
の
負
担
金

な
の
で
反
対
。

賛
成

　上
田
孝
二
議
員

　
こ
の
負
担
金
は
11
市
町
間
の

決
定
事
項
な
の
で
賛
成
。
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追跡追跡 一 般 質 問あの

どうなった

あの

どうなった
議員の質問への当局の対応、
回答後の現在はどうなっている

問

答

現
在
現
在

現
在
現
在

あけぼの大豆製品について、ソフト面を含めた新商品開発の現状と販路開拓は 
 （55号：平成30年６月議会）伊藤達美議員

10月から11月にかけ県外スーパーなどで冷凍食品の試験販売を実施。静岡では知
名度不足から売り上げは厳しかった。県外でのＰＲを強化したい。現在、味噌、
蒸し大豆、ピザのパッケージ制作や町民向けカタログ冊子の制作を進めている。
ネットショップは完成し、10月号の広報で周知した。今後、アクセス数を増やす
方法を検討したい。

加工品レシピが完成。製造体制が整ったので、町内で一部商品の試験販売を実施
中。新たにパッケージデザインを制作し、商品の販売を本格化し、地産地消を進め
るとともに、ネット販売の環境を整備する。マーケティング調査を踏まえ検討して
いく。

問

答

観光施設を含む公共施設のトイレは和式が多い。観光地として観光バスのお客様
も多いことを考えると、洋式トイレへの見直しが必要だと考えるが　
 （47号：平成28年６月議会）芦澤健拓議員

町内の観光施設のトイレを中心に34施設206個の便器を温水洗浄便座付き洋式便
器に改修済み。
町民や観光客の皆様にも快適にご利用いただけるようになりました。

トイレについては町長の命を受け現在、調査中で、早ければ平成28年中にも改修
を行っていく予定で計画を進めている。

三門トイレ改修工事前 三門トイレ改修工事後

No.61 みのぶ議会だより　16

峡南衛生組合議会 報告者　河井　　淳

飯富病院議会 報告者　渡辺　文子

後期高齢者医療広域連合議会 報告者　田中　一泰

◯臨時会　令和元年 12 月 26 日（木）　※いずれも可決
　議案第７号　ごみ処理場の設置及び管理に関する条例を廃止
　議案第 8 号　職員の給与に関する条例中一部改正
　議案第９号　令和元年度一般会計補正予算
◆火葬場追善供養　
　峡南斎場・南部アルカディア聖苑火葬場追善供養
　

◎定例会　令和元年 12 月 20 日（金）　※いずれも可決
　議案第６号　職員の給与に関する条例中一部改正
　議案第７号　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制定
　

◎定例会　令和元年 10 月 29 日（火）　※いずれも認定・可決
　認定第１号　平成 30 年度一般会計歳入歳出決算認定
　認定第 2 号　平成 30 年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定
　議案第 1 号　令和元年度一般会計補正予算
　議案第 2 号　令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算

◯臨時会　令和元年 12 月 25 日（水）　※いずれも可決
　議案第 16 号　会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例制定
　議案第 17 号　職員の給与に関する条例中一部改正
　議案第 18 号　令和元年度一般会計補正予算
　議案第 19 号　令和元年度介護保険特別会計補正予算
　議案第 20 号　令和元年度峡南ふるさと市町村圏特別会計補正予算

年月日　令和元年 11 月 27 日（水）
場　所　早川町役場
出席者　身延町・昭和町・市川三郷町・
　　　　富士川町・早川町・南部町の各議員
演　題　「中部横断自動車がつなぐ山梨の未来」
　　　　長崎幸太郎山梨県知事　
感　想　中部横断自動車道の早期全線開通が、物
　　　　流やインバウンド観光等のインパクトと
　　　　なることを話され、本県の発展に一層寄
　　　　与されるものと確信した。

組合議会報告

峡南広域行政組合議会 報告者　芦澤　健拓

国中 6町議会議員研修会
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★表紙について（P１）
・運動会の雰囲気が伝わるいい写
真だと思います。躍動感があっ
て見ている方にも運動会の活気
を感じるような表紙だと思いま
す。ただ表紙に対して内容に表
紙の記事が全く取り上げられな
いのも読者からすると拍子抜け
するようにも思えます。どこで
もいいから表紙に対するコメン
トを入れてもいいのかと感じま
した。

★一般質問（P4～9）
・あけぼの大豆も生産者が増え、
今年は豊作で生産量も上がった
と思いますが、六次産業化で加
工品も出てきていますが、消費
者にはあまり浸透していないの
で、さらなる商品開発、販路拡
大を期待します。

・相変わらず検討しますとか、取
り組みます、と言う答弁が非常
に多いですが、一般質問ではそ
のくらいしか答弁できないのが
現状だと思います。しかしこう
した意見が、何度も積み重なれ
ばやがては、目指すところまで
届くのではないでしょうか。

・プラやゴミのポイ捨てが最近目
にあまる。徹底した対策をお願
いしたい。

★追跡・議会基本条例（P15）
・身延町議会基本条例期待してい
ます。開かれた議会に、小中高
生を交えた話し合いはいかがで
しょうか。

・小中学校の防犯カメラの設置、
せっかく設置が決まったのなら、
設置だけでなく、その後の活用
方法もしっかりと専門家の意見
を聞いて防犯に役立つようお願
いいたします。

★モニター通信（P19）
・町民を代表して町政・議会に対
した苦言を呈する場として、町
政批判等の厳しい意見をもっと
載せたらどうでしょうか。

★町政全般についての意見、要望等
・報道によると平成の大合併をしなかった小規模町村が堅実な運営をしているそうです。翻って本町のように住民交流
もない町が機械的に合併した自治体は、財政・施策の面で望むような成果が得られず住民の不満が高まっているとい
う。結局、地域や住民を無視した国からの脅しのような押しつけに無批判に従ったためにこのような結果になったと
思います。合併に賛同した首長や議会の責任は大きい。議会は上を見ず、住民を見て判断を下すべきですね。

★常任委員会レポート（P10～13）
・予算決算常任委員会：写真の必
要があるのか甚だ疑問。予算執
行額割りの委員会報告が欲しか
った。
　総務産業建設常任委員会：町職
員報酬に関する質疑に終始した
感がある。その定員の必要性・
職務的外注可能性まで質問が及
べば良かった。今の町行政にム
ダはないのか、見張るのが議会
の仕事。頭デッカチで体が貧弱
だったらロクな仕事が出来ると
は思えない。
　教育厚生常任委員会：特になし。
　懇談会告知をここで入れる必要
性が見つからない。予算決算常
任委員会の写真といい、スペー
スを埋めるより委員会報告を優
先すべきでは。

★議員研修ほか（P16・17）
・議会広報誌はどうしたら見てく
れる？私のまわりに聞いてみて
も「読んでる。」って人はあま
りいません。私も読んでいても
あまり面白いとは感じません。
広報研修会出席の成果で、わか
りやすく、読みやすい議会広報
を期待しております。

★おじゃまします（P16）
・下部温泉の泉質は素晴らしい。
おおいに活性化を期待するが、
女将会の力では限界がある。身
延駅前しょうにん通りのように、
国の補助を受けて景観等の整備
したらどうでしょうか。

★決算報告（P2・3）
・歳入面で、自主財源が人口減少
等により減額となっていますが、
やはり身延町の最大の課題は人
口減少にあります。そこで、意
見書でも指摘されているように
これまでの事業を是正改善し、
産業育成とそれに伴う顧客拡充
を図り、税収を増やすよう取り
組む必要があると思います。
・どれも削れない予算だと思うが、
削れないのであれば増やすこと
を考えたらどうか。働く世代の
人口流入を真剣に考えるべきだ
と思う。

・昨年と比較できる表がほしい。
推移も気になります。

★討論・議案に対する賛否（P14）
・通学対策事業費に１億３８００
万円というのは大層な努力だと
は思うが、育児世代のホンネを
聞いてみたほうがいい。スクー
ルバス方式は効率的に見えて、
それでいて使い勝手が悪い。安
全性確保の手段としてはそれな
りに思える。ロングライドのル
ート線運行とエリア内の常時ル
ープ運行を組み合わせて利用勝
手を広げて欲しい。スクールバ
スの登下校時間帯以外利用を多
方面に広げるくらいの発想がな
いものか。

★町長行政報告（P18）
・今回の台風（１９号）が集中豪
雨だったために、水の災害が各
地で起こりました。教訓として、
避難場所が正しかったのか。が
問われます。身延町が現在指定
している場所はいかがでしょう
か。「低地なので家に居た方が
安全」とお考えの声も耳にしま
す。避難場所の再検討が必要か
も知れません。

モニター通信
(議会だより№60の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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Ｃ
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南
部
Ｉ
Ｃ
間
に
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い
て
は
、
令
和
２
年
中
に
開
通

と
発
表
さ
れ
て
お
り
、
早
期
の
全

線
開
通
が
期
待
さ
れ
る
。
　

●
教
育
委
員
会
の
編
成

　
11
月
19
日
か
ら
の
編
成
は
、
教

育
長
が
保
坂
新
一
氏
、
教
育
長
職

務
代
理
者
に
佐
野
邦
夫
氏
、
教
育

委
員
に
佐
野
貴
宣
氏
、
今
村
文
子

氏
、
若
林
裕
子
氏
に
よ
る
教
育
委

員
会
と
な
っ
た
。

【
他
に
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れ
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こ
と
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・
令
和
２
年
度
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予
算
編
成

　
・
身
延
町
観
光
大
使
の
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嘱

　
・
ス
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ー
ツ
講
演
会
　
　

●
民
生
委
員
児
童
委
員
並
び

　
に
主
任
児
童
委
員
の
一
斉

　
改
選

　
３
年
に
一
度
の
全
国
一
斉
改
選

が
行
わ
れ
、
12
月
１
日
付
け
で
96

人
の
委
員
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
新
任
56
名
、
再
任
40

名
の
皆
さ
ん
へ
委
嘱
状
を
伝
達
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
少
子
高
齢
化

社
会
の
な
か
、
今
後
ま
す
ま
す
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
職
責
、
職

務
と
い
う
の
は
重
要
性
を
帯
び
る

と
い
う
こ
と
を
感
じ
た
。
町
で
も

委
員
の
皆
さ
ん
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
今
後
も
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
て
い
く
。

●
中
部
横
断
自
動
車
道

　
国
土
交
通
省
及
び
中
日
本
高
速

道
路
㈱
、
山
梨
県
が
整
備
を
進
め

て
お
り
、
３
月
10
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に
新
清
水
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ン
ク
シ
ョ
ン
〜
富
沢
Ｉ
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間
、
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部
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Ｃ
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Ｃ
間
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、
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17
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Ｃ
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Ｉ
Ｃ
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が
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通
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。
残
る
下
部
温
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早
川
Ｉ
Ｃ

年
間
に
お
け
る
必
要
な
施
策
を
提

案
、
協
議
検
討
を
進
め
、
戦
略
策

定
支
援
業
務
を
発
注
し
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
の
実
施
、
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
の
策
定
等
の
業
務
を
進
め
、
令

和
２
年
３
月
の
策
定
を
目
指
す
。

●
合
併
15
周
年
記
念
事
業

　
９
月
14
日
の
記
念
式
典
を
は
じ

め
と
し
て
、
記
念
誌
の
発
行
、
町

の
歌
「
お
か
え
り
な
さ
い
少
年
た

ち
よ
」
の
制
定
披
露
、
29
日
に

「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
イ
ン

身
延
」
の
公
開
収
録
、
10
月
は
ス

ポ
ー
ツ
講
演
会
、
26
日
に
は
町
の

歌
を
唄
う
「
佐
々
木
恵
梨
コ
ン
サ

ー
ト
」
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

　
15
周
年
を
契
機
と
し
て
熟
成
さ

れ
た
町
民
の
一
体
感
を
、
今
後
20
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、
30
年
と
将
来
の
町
づ
く
り
に

繋
げ
て
い
け
る
よ
う
町
政
に
取
組

ん
で
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く
。

◇
は
じ
め
に

　
本
年
５
月
に
は
皇
太
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徳
仁
親

王
が
天
皇
に
即
位
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、
元
号
が

「
平
成
」
か
ら
「
令
和
」
に
改
元

さ
れ
た
。

　
９
月
・
10
月
に
は
台
風
15
号
・

19
号
が
相
次
い
で
関
東
地
方
に
上

陸
し
、
雨
量
・
風
速
に
つ
い
て
観

測
史
上
最
高
の
記
録
を
更
新
し
、

多
数
の
河
川
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濫
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、
大
規
模

な
浸
水
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な
ど
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が

発
生
し
た
。
本
町
で
も
土
砂
崩
落

や
倒
木
、
停
電
な
ど
が
発
生
し
、

町
民
の
皆
様
に
大
変
不
便
を
か
け

た
が
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薦
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に
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ク
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を
６
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に
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し
、
今
後
５

中
部
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道
の
下
部
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Ｃ
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南
部
Ｉ
Ｃ
間
、
令
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２
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中
の
全
線
開
通
を
期
待

町長行政報告
望月　幹也 町長

新たに就任した
若林裕子氏
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★表紙について（P１）
・運動会の雰囲気が伝わるいい写
真だと思います。躍動感があっ
て見ている方にも運動会の活気
を感じるような表紙だと思いま
す。ただ表紙に対して内容に表
紙の記事が全く取り上げられな
いのも読者からすると拍子抜け
するようにも思えます。どこで
もいいから表紙に対するコメン
トを入れてもいいのかと感じま
した。

★一般質問（P4～9）
・あけぼの大豆も生産者が増え、
今年は豊作で生産量も上がった
と思いますが、六次産業化で加
工品も出てきていますが、消費
者にはあまり浸透していないの
で、さらなる商品開発、販路拡
大を期待します。

・相変わらず検討しますとか、取
り組みます、と言う答弁が非常
に多いですが、一般質問ではそ
のくらいしか答弁できないのが
現状だと思います。しかしこう
した意見が、何度も積み重なれ
ばやがては、目指すところまで
届くのではないでしょうか。

・プラやゴミのポイ捨てが最近目
にあまる。徹底した対策をお願
いしたい。

★追跡・議会基本条例（P15）
・身延町議会基本条例期待してい
ます。開かれた議会に、小中高
生を交えた話し合いはいかがで
しょうか。
・小中学校の防犯カメラの設置、
せっかく設置が決まったのなら、
設置だけでなく、その後の活用
方法もしっかりと専門家の意見
を聞いて防犯に役立つようお願
いいたします。

★モニター通信（P19）
・町民を代表して町政・議会に対
した苦言を呈する場として、町
政批判等の厳しい意見をもっと
載せたらどうでしょうか。

★町政全般についての意見、要望等
・報道によると平成の大合併をしなかった小規模町村が堅実な運営をしているそうです。翻って本町のように住民交流
もない町が機械的に合併した自治体は、財政・施策の面で望むような成果が得られず住民の不満が高まっているとい
う。結局、地域や住民を無視した国からの脅しのような押しつけに無批判に従ったためにこのような結果になったと
思います。合併に賛同した首長や議会の責任は大きい。議会は上を見ず、住民を見て判断を下すべきですね。

★常任委員会レポート（P10～13）
・予算決算常任委員会：写真の必
要があるのか甚だ疑問。予算執
行額割りの委員会報告が欲しか
った。
　総務産業建設常任委員会：町職
員報酬に関する質疑に終始した
感がある。その定員の必要性・
職務的外注可能性まで質問が及
べば良かった。今の町行政にム
ダはないのか、見張るのが議会
の仕事。頭デッカチで体が貧弱
だったらロクな仕事が出来ると
は思えない。
　教育厚生常任委員会：特になし。
　懇談会告知をここで入れる必要
性が見つからない。予算決算常
任委員会の写真といい、スペー
スを埋めるより委員会報告を優
先すべきでは。

★議員研修ほか（P16・17）
・議会広報誌はどうしたら見てく
れる？私のまわりに聞いてみて
も「読んでる。」って人はあま
りいません。私も読んでいても
あまり面白いとは感じません。
広報研修会出席の成果で、わか
りやすく、読みやすい議会広報
を期待しております。

★おじゃまします（P16）
・下部温泉の泉質は素晴らしい。
おおいに活性化を期待するが、
女将会の力では限界がある。身
延駅前しょうにん通りのように、
国の補助を受けて景観等の整備
したらどうでしょうか。

★決算報告（P2・3）
・歳入面で、自主財源が人口減少
等により減額となっていますが、
やはり身延町の最大の課題は人
口減少にあります。そこで、意
見書でも指摘されているように
これまでの事業を是正改善し、
産業育成とそれに伴う顧客拡充
を図り、税収を増やすよう取り
組む必要があると思います。
・どれも削れない予算だと思うが、
削れないのであれば増やすこと
を考えたらどうか。働く世代の
人口流入を真剣に考えるべきだ
と思う。
・昨年と比較できる表がほしい。
推移も気になります。

★討論・議案に対する賛否（P14）
・通学対策事業費に１億３８００
万円というのは大層な努力だと
は思うが、育児世代のホンネを
聞いてみたほうがいい。スクー
ルバス方式は効率的に見えて、
それでいて使い勝手が悪い。安
全性確保の手段としてはそれな
りに思える。ロングライドのル
ート線運行とエリア内の常時ル
ープ運行を組み合わせて利用勝
手を広げて欲しい。スクールバ
スの登下校時間帯以外利用を多
方面に広げるくらいの発想がな
いものか。

★町長行政報告（P18）
・今回の台風（１９号）が集中豪
雨だったために、水の災害が各
地で起こりました。教訓として、
避難場所が正しかったのか。が
問われます。身延町が現在指定
している場所はいかがでしょう
か。「低地なので家に居た方が
安全」とお考えの声も耳にしま
す。避難場所の再検討が必要か
も知れません。

モニター通信
(議会だより№60の意見・感想等)
議会広報モニターの皆様のご意見・ご
感想等を要約したものです。貴重なご
意見等を参考に、町民の皆様の「心に
伝わる」議会だよりを目指します。
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に
上

陸
し
、
雨
量
・
風
速
に
つ
い
て
観

測
史
上
最
高
の
記
録
を
更
新
し
、

多
数
の
河
川
が
氾
濫
し
、
大
規
模

な
浸
水
が
発
生
す
る
な
ど
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
害
が

発
生
し
た
。
本
町
で
も
土
砂
崩
落

や
倒
木
、
停
電
な
ど
が
発
生
し
、

町
民
の
皆
様
に
大
変
不
便
を
か
け

た
が
、
幸
い
に
し
て
人
命
に
被
害

が
無
く
安
堵
し
た
次
第
で
あ
る
。

防
災
対
策
の
充
実
強
化
並
び
に
、

更
な
る
体
制
強
化
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
る
。

●
第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

　
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

　
役
場
内
各
所
属
か
ら
推
薦
さ
れ

た
職
員
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
を
６
月
に
設
置
し
、
今
後
５

中
部
横
断
自
動
車
道
の
下
部
温
泉
早
川
Ｉ
Ｃ
〜

　
　
南
部
Ｉ
Ｃ
間
、
令
和
２
年
中
の
全
線
開
通
を
期
待

町長行政報告
望月　幹也 町長

新たに就任した
若林裕子氏



修行走で地域活性化と観光振興を

身延山七面山修行走実行委員会

　この道を舞台に身延山七面
山修行走・Monk’s Runを開催
することにより、多くの方に
雄大な自然、歴史や文化、修
行の精神に触れて心身ともに
充足感を味わって、2度3度と
訪れていただくことで、地域
活性化と観光振興に資するこ
とを目的に開催しています。

　山
梨
県
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
に

お
い
て
、
本
町
議
会
広
報
誌
60

号
が
町
村
の
部
で
最
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　こ
れ
を
励
み
に
、
今
後
も
町

民
の
み
な
さ
ま
に
分
か
り
や
す

く
、
親
し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ

け
る
広
報
誌
づ
く
り
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　（
伊
藤
雄
波
）

　議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　委
員
長

　赤
池

　朗

　
　副
委
員
長

　伊
藤
達
美

委

　
　員

　伊
藤
雄
波

　
　
　
　
　
　
　望
月
悟
良

　
　
　
　
　
　
　上
田
孝
二

　
　
　
　
　
　
　広
島
法
明

編 集 後 記

お問い合わせ
〒409-2524 身延町身延3747

  修行走実行委員会事務局（佐野）

みのぶ議会だより No.61 〒409-3392 山梨県南巨摩郡身延町切石350　TEL 0556-42-2111（代表） ◇発行責任者：議長　柿島良行
URL：http://www.town.minobu.lg.jp/ 　FAX 0556-42-2127

　身延山七面山修行走・
Monk'sRunは、身延山・七
面山を利用したトレイルラ
ンニングレースで、参加者
約800人、運営スタッフと
ボランティア約100人で実
施しており、今年度で7年
目になりました。
　身延山、七面山は世界に
誇るべきパワースポットで
あり、古来より僧侶のみな
らず多くの方々が修行の道
と位置付けてきました。特
に身延山から七面山へ参る
参道は過去には多くの信仰
者が行きかい、現在でもその
歴史を感じられる場所です。

次回開催には選手・スタッフとして
参加してみませんか？

　  ☎ 0556-62-0504
修行走HP　http://www.shugyoso.com/


